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一　

は
じ
め
に

　

一
九
七
〇
年
代
前
半
以
降
、
国
際
捕
鯨
取
締
条
約
（
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｗ
）
を
適
用
・
実
施
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
国
際
捕
鯨
委
員
会

（
Ｉ
Ｗ
Ｃ
）
に
お
い
て
捕
鯨
国
と
反
捕
鯨
国
と
の
対
立
が
次
第
に
先
鋭
化
し
、
Ｉ
Ｗ
Ｃ
は
機
能
不
全
の
状
態
に
陥
る
よ
う
に
な
っ
た
。

か
か
る
隘
路
を
打
開
す
る
た
め
に
、
Ｉ
Ｗ
Ｃ
の
第
五
九
回
年
次
会
合
（
二
〇
〇
七
年
）
か
ら
「
Ｉ
Ｗ
Ｃ
の
将
来
」（Future�of�the�

IW
C

）
プ
ロ
セ
ス
が
開
始
さ
れ
、
第
六
二
回
年
次
会
合
（
二
〇
一
〇
年
）
に
は
、
そ
の
成
果
と
し
て
「
鯨
類
保
存
改
善
の
た
め
の
コ

ン
セ
ン
サ
ス
決
定
案
」
が
提
出
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
妥
協
と
調
整
の
試
み
は
、
強
硬
に
調
査
捕
鯨
の
中
止
を
求
め

る
豪
州
の
反
対
に
よ
っ
て
頓
挫
し
、
議
長
は
「
提
案
さ
れ
た
措
置
に
つ
い
て
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
」
と
総

括
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た）1
（

。
そ
れ
以
降
、
Ｉ
Ｗ
Ｃ
で
の
調
査
捕
鯨
の
是
非
を
巡
る
議
論
は
膠
着
状
態
と
な
り
、
毎
年
開
催
さ
れ
て
い

た
年
次
会
合
も
二
〇
一
二
年
以
降
は
二
年
に
一
度
の
ペ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
。

　

右
の
「
Ｉ
Ｗ
Ｃ
の
将
来
」
プ
ロ
セ
ス
の
開
始
が
決
定
さ
れ
て
か
ら
半
年
後
の
二
〇
〇
七
年
一
一
月
、
豪
州
で
実
施
さ
れ
た
連
邦
議

会
の
総
選
挙
に
お
い
て
労
働
党
が
勝
利
し
、
党
首
の
ケ
ビ
ン
・
ラ
ッ
ド
が
首
相
の
座
に
就
い
た
。
彼
は
、
そ
の
選
挙
期
間
中
、
Ｉ
Ｃ

Ｒ
Ｗ
八
条
を
根
拠
と
し
た
日
本
の
調
査
捕
鯨
を
終
了
さ
せ
る
た
め
、
そ
の
違
法
性
を
国
際
法
廷
に
訴
え
る
こ
と
を
公
約
に
掲
げ
て
い

た
。
そ
し
て
、
岡
田
外
相
が
二
〇
一
〇
年
二
月
に
豪
州
を
訪
問
し
た
際
、
ス
ミ
ス
外
相
か
ら
「
南
氷
洋
で
の
捕
鯨
を
一
定
期
間
後
に

ゼ
ロ
に
す
る
と
い
う
提
案
を
近
く
Ｉ
Ｗ
Ｃ
で
行
い
、
外
交
的
解
決
が
不
可
能
な
場
合
に
は
国
際
法
廷
に
提
訴
す
る
こ
と
を
考
え
て
い

る
」
旨
の
発
言
が
あ
っ
た）2
（

。
そ
れ
か
ら
約
三
ヶ
月
後
の
五
月
三
一
日
、
実
際
に
、
豪
州
政
府
は
、
日
本
に
よ
る
大
規
模
な
調
査
捕
鯨

の
継
続
的
実
施
が
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｗ
の
義
務
と
海
洋
哺
乳
動
物
の
保
存
及
び
海
洋
環
境
保
全
の
義
務
に
違
反
す
る
と
し
て
、
国
際
司
法
裁
判

所
（
Ｉ
Ｃ
Ｊ
）
に
提
訴
し
た
。
ち
な
み
に
、
本
件
は
、
原
告
と
被
告
と
を
問
わ
ず
、
日
本
が
同
裁
判
所
の
当
事
者
と
な
っ
た
最
初
の

事
件
で
あ
る）（
（

。
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実
は
、
豪
州
は
、
ミ
ナ
ミ
マ
グ
ロ
の
保
存
措
置
を
巡
っ
て
、
一
九
九
九
年
七
月
一
五
日
に
日
本
を
相
手
取
っ
て
国
連
海
洋
法
条
約

附
属
書
Ⅶ
の
定
め
る
仲
裁
裁
判
所
へ
提
訴
し
て
い
る）4
（

。
日
本
が
同
条
約
の
定
め
る
高
度
回
遊
性
魚
種
保
存
の
た
め
の
協
力
義
務
に
違

反
し
て
い
る
と
い
う
の
が
、
そ
の
提
訴
理
由
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
本
件
は
、
南
太
平
洋
に
お
け
る
海
洋
生
物
資
源
を
巡
る
豪

州
と
日
本
と
の
紛
争
が
国
際
裁
判
所
に
付
託
さ
れ
た
二
件
目
の
事
案
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
。

　

な
お
、
二
〇
一
二
年
一
一
月
二
〇
日
に
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
が
、
同
じ
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｗ
の
締
約
国
と
し
て
Ｉ
Ｃ
Ｊ
規
程
六
三
条
に
基

づ
く
訴
訟
参
加
を
宣
言
し
、
翌
年
二
月
六
日
の
裁
判
所
命
令
に
よ
っ
て
同
国
の
参
加
が
認
め
ら
れ
た）（
（

。
当
該
規
定
に
基
づ
い
て
裁
判

手
続
に
参
加
し
た
国
は
、
同
六
二
条
の
定
め
る
「
裁
判
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
る
」
法
律
的
利
害
関
係
国
の
訴
訟
参
加
の
場
合
と
は

異
な
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｊ
の
条
約
解
釈
に
よ
っ
て
法
的
に
拘
束
さ
れ
る
（
六
三
条
二
項
）。

（
1
）　

Ｉ
Ｗ
Ｃ
の
機
能
回
復
を
目
指
し
た
「
Ｉ
Ｗ
Ｃ
の
将
来
」
に
関
す
る
提
案
が
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
主
要
な
要
因
は
、
捕

獲
枠
の
設
定
と
鯨
肉
の
国
際
取
引
の
問
題
に
あ
っ
た
。Proposed�Consensus�D

ecision�to�im
prove�the�Conservation�of�

W
hales�from

�the�Chair�and�V
ice-Chair�of�the�Com

m
ission,�IW

C/62/7rev,�pp.2-（.

（
2
）　
「
平
成
二
二
年
二
月
二
一
日　

日
豪
外
相
会
談
（
概
要
）」
外
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

（
（
）　

第
二
次
世
界
大
戦
後
に
日
本
が
国
際
裁
判
の
当
事
者
に
な
っ
た
事
例
は
、
み
な
み
ま
ぐ
ろ
事
件
（
暫
定
措
置
は
国
際
海
洋
法
裁
判
所

Ｉ
Ｔ
Ｌ
Ｏ
Ｓ
、
本
案
は
国
連
海
洋
法
条
約
附
属
書
Ⅶ
仲
裁
裁
判
所
）、
豊
進
丸
事
件
（
二
〇
〇
七
年
八
月
六
日
Ｉ
Ｔ
Ｌ
Ｏ
Ｓ
判
決
）、
富
丸

事
件
（
同
上
）
に
続
き
、
本
件
が
四
件
目
で
あ
る
。
本
件
に
関
す
る
日
本
側
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
小
林
賢
一
「
国
際
司
法
裁
判
所
『
南

極
に
お
け
る
捕
鯨
』
裁
判
―
口
頭
弁
論
を
終
え
て
―
」『
法
学
新
報
』
一
二
〇
巻
九
・
一
〇
号
（
二
〇
一
四
年
）
三
二
六-

三
二
九
頁
を

参
照
。

（
4
）　

同
事
件
に
つ
い
て
は
、「
特
集
・
み
な
み
ま
ぐ
ろ
仲
裁
裁
判
事
件
」『
国
際
法
外
交
雑
誌
』
一
〇
〇
巻
三
号
（
二
〇
〇
一
年
八
月
）
を

参
照
。

（
（
）　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
、
豪
州
と
の
「
補
完
戦
略
」
に
基
づ
き
、
原
告
と
し
て
の
出
廷
よ
り
も
「
訴
訟
参
加
」
方
式
（
Ｉ
Ｃ
Ｊ
規
程
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六
三
条
）
を
選
択
し
た
（Press�Releases,�A

ustralia�and�N
ew

�Zealand�agree�on�Strategy�for�w
haling�legal�case,�

T
K

1（/2010,�1（�D
ecem

ber�2010

）。
そ
の
結
果
、
本
裁
判
に
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
キ
ー
ス
判
事
だ
け
で
な
く
、
規
程
三
一
条

三
項
に
基
づ
い
て
豪
州
の
指
名
し
た
チ
ャ
ー
ル
ズ
ワ
ー
ス
（H

.�Charlesw
orth

）
特
任
判
事
が
加
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
日
本
は
当
事

者
平
等
の
原
則
の
視
点
か
ら
こ
う
し
た
事
態
に
懸
念
を
表
明
し
た
が
、
裁
判
所
は
、
規
程
六
三
条
に
基
づ
く
訴
訟
参
加
が
対
象
条
約
の
解

釈
に
関
す
る
意
見
書
の
提
出
に
限
定
さ
れ
て
い
る
（
Ｉ
Ｃ
Ｊ
規
則
八
六
条
）
と
い
う
理
由
に
よ
り
、「
か
か
る
参
加
が
紛
争
当
事
者
の
平

等
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
な
い
」
と
判
示
し
た
。W

haling�in�the�A
ntarctic�(A

ustralia�v.�Japan),�D
eclaration�of�

Intervention�of�N
ew

�Zealand,�O
rder,�6�February�201（,�para.18.�

二　

事
実
の
概
要

　

先
ず
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｗ
の
概
要
と
Ｉ
Ｗ
Ｃ
に
よ
る
捕
鯨
の
規
制
と
い
う
、
本
件
に
関
連
し
た
基
本
的
事
実
を
簡
潔
に
紹
介
し
て
お
く

こ
と
に
す
る
。

　

１　

Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｗ

　

一
九
四
六
年
末
、
米
国
の
主
導
に
よ
り
「
国
際
捕
鯨
会
議
」
が
ワ
シ
ン
ト
ン
で
開
催
さ
れ
、
同
年
一
二
月
二
日
に
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｗ
を
採

択
し
た
。
同
条
約
は
、
豪
州
と
日
本
に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
一
九
四
八
年
一
一
月
一
〇
日
と
一
九
五
一
年
四
月
二
一
日
に
効
力
を
発

生
し
て
い
る
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｗ
に
は
、
先
行
す
る
二
つ
の
条
約
、
つ
ま
り
一
九
三
一
年
の
捕
鯨
取
締
条
約）1
（

と
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
主
導
に
よ
る
一
九
三
七
年

の
国
際
捕
鯨
取
締
条
約）2
（

（
通
称
、
ロ
ン
ド
ン
条
約
）
が
存
在
し
て
い
た
。
し
か
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｗ
に
お
い
て
は
、
先
行
二
条
約
の
よ
う

な
捕
鯨
規
制
の
実
体
的
規
定
が
設
け
ら
れ
て
お
ら
ず
、「
鯨
資
源
の
保
存
及
び
利
用
」
に
関
す
る
規
則
は
、
条
約
と
「
不
可
分
の
一
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部
を
成
す
」
附
表
（Schedule

）
に
別
途
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　

Ｉ
Ｗ
Ｃ
は
、
委
員
の
四
分
の
三
の
多
数
に
よ
っ
て
、
こ
の
附
表
を
修
正
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
三
条
二
項
、
五
条
一
項
）。
Ｉ
Ｃ
Ｊ

は
、
か
よ
う
に
附
表
が
Ｉ
Ｗ
Ｃ
に
よ
っ
て
随
時
修
正
さ
れ
る
点
に
着
目
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｗ
を
「
発
展
的
文
書
」（an�evolving�

instrum
ent

）
と
表
現
し
て
い
る）（
（

。
た
だ
し
、
か
か
る
附
表
修
正
の
効
力
は
、
そ
れ
に
異
議
を
申
し
立
て
た
締
約
国
に
ま
で
及
ぶ
こ

と
は
な
い
（
五
条
三
項
）。
Ｉ
Ｗ
Ｃ
は
、
鯨
又
は
捕
鯨
と
条
約
の
目
的
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
随
時
「
勧
告
」
を
行
う
こ
と
も

で
き
る
（
六
条
）。
こ
う
し
た
Ｉ
Ｗ
Ｃ
の
勧
告
は
、
締
約
国
に
対
し
て
法
的
拘
束
力
を
有
し
な
い
。
か
よ
う
な
附
表
修
正
か
ら
の
逸

脱
可
能
性
と
勧
告
の
法
的
非
拘
束
性
か
ら
判
断
す
る
限
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｗ
は
、
か
な
り
任
意
性
（
加
盟
国
の
主
権
）
の
強
い
ソ
フ
ト
・

レ
ジ
ー
ム
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う）4
（

。

　

Ｉ
Ｗ
Ｃ
の
下
に
は
、
締
約
国
の
指
名
し
た
科
学
者
で
構
成
さ
れ
る
科
学
委
員
会
（Scientific�Com

m
ittee

）
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

同
委
員
会
は
、
Ｉ
Ｗ
Ｃ
の
業
務
を
補
佐
す
る
と
と
も
に
、
附
表
三
〇
項
に
基
づ
い
て
、
締
約
国
が
特
別
許
可
を
発
給
す
る
前
に
そ
の

レ
ビ
ュ
ー
を
行
い
、
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
た
レ
ビ
ュ
ー
制
度
は
一
九
八
〇
年
代
中
頃
か
ら
Ｉ
Ｗ
Ｃ
の
指
針
に
基

づ
い
て
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
結
果
と
し
て
の
報
告
書
又
は
勧
告
に
法
的
拘
束
力
が
認
め
ら
れ
て
い
る
訳
で
は
な
い）（
（

。

　　

２　

商
業
捕
鯨
に
関
す
る
モ
ラ
ト
リ
ア
ム

　

一
九
四
八
年
の
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｗ
発
効
後
も
鯨
資
源
の
乱
獲
が
続
い
た
た
め
、
一
九
七
二
年
の
国
連
人
間
環
境
会
議
に
お
い
て
米
国
か
ら

捕
鯨
規
制
案
が
提
出
さ
れ
、
最
終
的
に
同
会
議
の
三
三
番
目
の
勧
告
と
し
て
採
択
さ
れ
た）6
（

。
そ
の
内
容
は
、
Ｉ
Ｗ
Ｃ
の
主
導
に
よ
り

一
〇
年
間
の
商
業
捕
鯨
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
に
つ
い
て
直
ち
に
国
際
的
合
意
に
達
す
る
よ
う
、
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｗ
締
約
国
に
勧
告
し
た
も
の
で

あ
っ
た
。
こ
れ
は
法
的
拘
束
力
を
伴
わ
な
い
勧
告
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
の
実
現
に
向
か
う
過
程
に
お
い
て
捕
鯨
国
と
反
捕
鯨
国
の
対

立
が
次
第
に
尖
鋭
化
し
て
行
く
こ
と
に
な
る
。
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国
連
人
間
環
境
会
議
の
閉
会
直
後
に
開
か
れ
た
科
学
委
員
会
で
は
、
鯨
類
全
般
に
対
す
る
包
括
的
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
が
現
状
の
鯨
種

別
管
理
方
式
に
違
背
す
る
だ
け
で
な
く
、
現
時
点
で
は
そ
の
「
生
物
学
的
必
要
性
」
も
認
め
ら
れ
な
い
と
す
る
議
長
提
案
が
採
択
さ

れ
た）7
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
同
年
以
降
、
反
捕
鯨
国
が
続
々
と
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｗ
に
加
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
前
記
の
勧
告
に
沿
っ
た
捕
鯨
の

規
制
が
漸
次
強
化
さ
れ
て
行
く
。
一
九
七
四
年
の
科
学
委
員
会
に
お
い
て
は
、
豪
州
の
提
案
し
た
「
新
資
源
管
理
方
式）8
（

」（N
ew

�

M
anagem

ent�Procedure,�N
M

P

）
と
呼
ば
れ
る
捕
獲
枠
計
算
方
式
（
最
大
持
続
生
産
量
Ｍ
Ｓ
Ｙ
の
概
念
に
依
拠
）
が
採
択
さ
れ
、
鯨

種
毎
に
捕
獲
数
が
厳
し
く
制
限
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
ナ
ガ
ス
ク
ジ
ラ
等
に
つ
い
て
は
捕
獲
禁
止
）。

　

一
九
八
二
年
の
Ｉ
Ｗ
Ｃ
年
次
会
合
で
は
、
科
学
委
員
会
の
結
論
を
待
た
ず
に
、
セ
ー
シ
ェ
ル
の
提
出
し
た
商
業
捕
鯨
モ
ラ
ト
リ
ア

ム
案
が
採
択
さ
れ
た
。
そ
れ
に
付
随
し
て
附
表
に
一
〇
（
ｅ
）
項
が
追
加
さ
れ
、
一
九
八
六
・
一
九
八
七
年
シ
ー
ズ
ン
（
母
船
式
に

つ
い
て
は
一
九
八
五
・
一
九
八
六
年
シ
ー
ズ
ン
）
以
降
、
あ
ら
ゆ
る
鯨
種
の
商
業
捕
鯨
が
禁
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
た
だ
し
、
こ

れ
は
、「
最
良
の
科
学
的
助
言
」
に
基
づ
い
て
再
検
討
さ
れ
る
暫
定
措
置
と
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
一
九
九
〇
年
ま
で
に
Ｉ
Ｗ
Ｃ

が
鯨
資
源
に
対
す
る
当
該
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
の
影
響
に
つ
い
て
包
括
的
評
価
を
行
う
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
た
。

　

日
本
は
、
当
該
修
正
に
対
し
て
異
議
を
申
し
立
て
た
こ
と
か
ら
、
当
初
は
、
こ
の
附
表
一
〇
（
ｅ
）
項
に
拘
束
さ
れ
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
一
九
八
六
年
七
月
一
日
、
日
本
は
、
米
国
の
制
裁
圧
力
（
ペ
リ
ー
修
正
法
及
び
パ
ッ
ク
ウ
ッ
ド
・
マ
グ
ナ
ソ
ン

修
正
法
に
よ
る
米
国
排
他
的
経
済
水
域
内
の
漁
業
制
限
）
に
屈
し
て
異
議
を
撤
回
し
た
こ
と
か
ら
、
そ
れ
以
降
は
当
該
モ
ラ
ト
リ
ア
ム

の
適
用
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た）9
（

。

　

そ
の
一
方
で
、
日
本
は
、
商
業
捕
鯨
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
の
再
検
討
と
包
括
的
評
価
に
必
要
な
科
学
的
デ
ー
タ
を
収
集
す
る
た
め
、
一

九
八
七
年
か
ら
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｗ
八
条
の
定
め
る
「
科
学
的
研
究
」
を
目
的
と
し
た
捕
鯨
（
以
下
、
調
査
捕
鯨
）
を
開
始
し
た
。
そ
れ
が
、

「
南
極
海
鯨
類
捕
獲
調
査
事
業
」（Japanese�W

hale�Research�Program
�under�Special�Perm

it�in�the�A
ntarctic,�JA

RPA

）
で

あ
る）（（
（

。
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ
に
基
づ
く
調
査
は
、
一
九
八
七
・
一
九
八
八
年
シ
ー
ズ
ン
か
ら
二
〇
〇
四
・
二
〇
〇
五
年
シ
ー
ズ
ン
ま
で
の
一
八
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年
間
（
フ
ィ
ー
ジ
ビ
リ
テ
ィ
調
査
の
た
め
の
最
初
の
二
年
間
を
含
む
）
に
及
び
、
ク
ロ
ミ
ン
ク
ク
ジ
ラ
を
年
間
三
〇
〇
頭
プ
ラ
ス
・
マ
イ

ナ
ス
一
〇
％
捕
獲
す
る
予
定
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
一
九
九
五
・
一
九
九
六
年
以
降
の
捕
獲
目
標
数
は
、
調
査
対
象
区
域
の
拡
張
に

伴
っ
て
、
四
〇
〇
頭
プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス
一
〇
％
に
ま
で
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

Ｉ
Ｗ
Ｃ
は
、
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ
終
了
後
の
第
五
七
回
年
次
会
合
（
二
〇
〇
五
年
六
月
開
催
予
定
）
に
お
い
て
、
そ
の
成
果
を
検
討
す
る
予

定
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
日
本
は
、
そ
れ
に
先
立
つ
同
年
一
月
に
次
期
計
画
案
策
定
に
向
け
た
会
議
を
独
自
に
招
集
し
、
Ｊ
Ａ
Ｒ

Ｐ
Ａ
の
成
果
を
評
価
し
た）（（
（

。
そ
し
て
、
同
年
三
月
に
は
、
日
本
か
ら
「
第
二
期
南
極
海
鯨
類
捕
獲
調
査
事
業
」（T

he�Second�

Phase�of�the�Japanese�W
hale�Research�Program

�under�Special�Perm
it�in�the�A

ntarctic,�JA
RPA

Ⅱ

）
の
計
画
案
が
Ｉ
Ｗ
Ｃ

に
提
出
さ
れ
、
同
年
一
一
月
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る）（（
（

。
科
学
委
員
会
が
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ
の
成
果
全
体
を
最
終
的
に
検
討
す
る
た
め
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
た
の
は
、
新
計
画
実
施
後
の
同
年
一
二
月
の
こ
と
で
あ
っ
た）（（
（

。

　
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ
Ⅱ
は
、
南
極
の
指
定
海
域
に
お
い
て
、
鯨
類
を
中
心
と
し
た
南
極
海
生
態
系
の
観
察
、
鯨
種
間
競
合
モ
デ
ル
の
構
築

と
将
来
の
複
数
鯨
種
一
括
管
理
目
標
の
設
定
、
資
源
構
造
の
時
間
的
・
空
間
的
変
化
の
解
明
、
ク
ロ
ミ
ン
ク
ク
ジ
ラ
の
資
源
管
理
方

式
の
改
善
、
の
四
つ
を
目
的
と
し
て
い
た
。
同
計
画
に
基
づ
く
調
査
は
、
最
初
二
年
間
の
フ
ィ
ー
ジ
ビ
リ
テ
ィ
調
査
を
含
め
た
六
年

間
を
一
応
の
調
査
期
間
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
の
最
終
シ
ー
ズ
ン
に
総
括
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
計
画
内
容
（
調
査
期
間
を

含
む
）
を
修
正
す
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
て
い
た
。

　

ク
ロ
ミ
ン
ク
ク
ジ
ラ
に
関
し
て
は
、
資
源
増
加
率
や
餌
条
件
の
変
化
を
表
わ
す
性
成
熟
年
齢
、
妊
娠
率
及
び
脂
皮
厚
な
ど
の
六
年

間
の
経
年
変
化
を
検
出
す
る
た
め
に
、
年
間
八
五
〇
頭
プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス
一
〇
％
の
捕
獲
が
必
要
と
考
え
ら
れ
た
。
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ

Ⅱ
で
は
、
新
た
に
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
と
ナ
ガ
ス
ク
ジ
ラ
も
調
査
対
象
に
加
え
ら
れ
た
が
、
両
鯨
種
の
調
査
期
間
を
六
年
間
に
設
定
す
る

と
捕
獲
目
標
数
が
大
規
模
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
か
ら
、
調
査
期
間
を
二
倍
の
一
二
年
間
と
し
、
そ
の
代
わ
り
に
捕
獲
目
標
数
を
年

間
各
五
〇
頭
に
抑
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
フ
ィ
ー
ジ
ビ
リ
テ
ィ
調
査
期
間
中
は
、
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
を
捕
獲
せ
ず
、
ナ
ガ
ス
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ク
ジ
ラ
に
関
し
て
は
捕
獲
目
標
数
を
一
〇
頭
ほ
ど
に
制
限
し
て
い
る
。

　

調
査
方
法
と
し
て
は
、
目
視
調
査
、
衛
星
標
識
発
信
機
の
装
着
、
餌
生
物
の
音
響
調
査
と
い
っ
た
非
致
死
的
方
法
の
使
用
が
予
定

さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
主
要
な
そ
れ
は
致
死
的
捕
獲
（
爆
発
銛
を
使
用
し
た
捕
獲
方
法
）
が
占
め
て
い
た
。
南
極
海
生
態
系
の
観
察
と

鯨
種
間
競
合
モ
デ
ル
の
開
発
と
い
う
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ
Ⅱ
の
研
究
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
鯨
の
年
齢
に
係
る
特
性
値
や
胃
内
容
物

の
調
査
を
通
じ
て
、
摂
餌
量
、
脂
皮
厚
及
び
性
成
熟
年
齢
な
ど
の
パ
ラ
メ
ー
タ
の
変
化
を
調
べ
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
の
が
、
そ
の

理
由
で
あ
っ
た
。

（
1
）　Convention�for�the�Regulation�of�W

haling,�reprinted�at�Counter-M
em

orial�of�Japan,�V
ol.2,�A

nnexes,�pp.1-18.

一
九
世
紀
後
半
か
ら
ノ
ル
ウ
ェ
ー
に
よ
っ
て
近
代
的
捕
鯨
が
開
始
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
鯨
産
業
の
持
続
性
を
担
保
す
る
た
め
に
鯨
類

資
源
の
乱
獲
を
防
止
す
る
国
際
協
力
体
制
が
必
要
に
な
っ
て
き
た
。
そ
の
た
め
の
最
初
の
法
的
枠
組
み
が
、
こ
の
捕
鯨
取
締
条
約
で
あ
る
。

（
2
）　International�A

greem
ent�for�the�Regulation�of�W

haling,�reprinted�at�Counter-M
em

orial�of�Japan,�V
ol.2,�A

nnexes,�
pp.19-（4.

一
九
三
一
年
条
約
の
締
結
後
、
母
船
方
式
の
発
達
等
に
よ
っ
て
南
氷
洋
の
捕
鯨
が
可
能
と
な
り
、
捕
鯨
数
の
急
増
に
伴
っ
て

鯨
油
価
格
が
下
落
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
当
該
条
約
と
三
つ
の
議
定
書
を
通
じ
て
特
定
鯨
種
の
捕
獲
が
禁
止
さ
れ
た
。
同
条
約

と
三
議
定
書
の
概
要
に
つ
い
て
は
、Ray�Gam

bell,�International�M
anagem

ent�of�W
hales�and�W

haling:�A
n�H

istorical�
Review

�of�the�Regulation�of�Com
m

ercial�and�A
boriginal�Subsistence�W

haling,�A
rctic�Institute�of�N

orth�A
m

erica,�
46(2),�199（,�pp.98-99

を
参
照
。
た
だ
、
同
条
約
と
議
定
書
は
、
鯨
の
捕
獲
数
全
体
を
規
制
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
鯨
油
価

格
下
落
の
事
態
に
十
分
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。J.N

.Tφ
nnessen�and�A

.O
.Johnsen,�T

he H
istory of M

odern 
W

haling,�U
niversity�of�California�Press,�1982,�pp.4（（-4（7.

（
（
）　W

haling�in�the�A
ntarctic�(A

ustralia�v.�Japan),�Judgm
ent,�（1�M

arch�2014,�ICJ R
eports 2014,�para.4（.

（
4
）　

ハ
ー
ド
・
レ
ジ
ー
ム
と
ソ
フ
ト
・
レ
ジ
ー
ム
の
区
別
に
つ
い
て
は
、
山
本
吉
宣
「
国
際
レ
ジ
ー
ム
論
―
政
府
な
き
統
治
を
求
め
て
」

『
国
際
法
外
交
雑
誌
』
九
五
巻
一
号
（
一
九
九
六
年
）
三
九-

四
〇
頁
を
参
照
。
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（
（
）　W

haling�in�the�A
ntarctic,�Judgm

ent,�para.47.;�Scientific Com
m

ittee H
andbook,�IW

C,�para.9.
（
6
）　Report�of�the�U

nited�N
ations�Conference�on�the�H

um
an�Environm

ent,�Stockholm
,�1972,�p.12.

（
7
）　V

erbatim
�Record,�IW

C/2（/1（-1�(2（�June�197（),�pp.46-47,�reprinted�at�Counter-M
em

orial�of�Japan,�V
ol.2,�A

nnexes,�
pp.22（-22（.

（
8
）　

Ｍ
Ｓ
Ｙ
理
論
に
基
づ
く
Ｎ
Ｍ
Ｐ
は
、
ミ
ン
ク
ク
ジ
ラ
の
初
期
資
源
量
や
自
然
死
亡
率
な
ど
の
科
学
的
デ
ー
タ
の
不
足
に
よ
り
、
そ
の

捕
獲
枠
を
算
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
一
九
九
二
年
、
科
学
委
員
会
は
、
捕
獲
限
度
量
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
（
Ｃ
Ｌ
Ａ
）
を

使
用
し
て
、
科
学
的
デ
ー
タ
が
少
な
く
て
も
捕
獲
枠
の
算
定
が
可
能
な
改
訂
資
源
管
理
方
式
（
Ｒ
Ｍ
Ｐ
）
を
採
用
し
て
い
る
。

（
9
）　

第
百
二
回
国
会
衆
議
院
農
林
水
産
委
員
会
議
録
第
二
号
二
六-

二
八
頁
を
参
照
。

（
10
）　
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
日
本
の
「
答
弁
書
」
第
四
章
を
参
照
。

（
11
）　Report�of�the�Review

�M
eeting�of�the�Japanese�W

hale�Research�Program
�under�Special�Perm

itin�the�A
ntarctic�

(JA
RPA

)�called�by�the�Governm
ent�of�Japan,�T

okyo,�18-20�January�200（.�

（
12
）　
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ
Ⅱ
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
日
本
の
「
答
弁
書
」
第
五
章
と
日
本
国
政
府
「
第
二
期
南
極
海
鯨
類
捕
獲
調
査
計
画
（
Ｊ
Ａ

Ｒ
Ｐ
Ａ
Ⅱ
）
―
南
極
海
生
態
系
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
鯨
類
資
源
の
新
た
な
管
理
目
標
の
開
発
」(SC/（7/01)

を
参
照
。

（
1（
）　Report�of�the�Intersessional�W

orkshop�to�Review
�D

ata�and�Results�from
�Special�Perm

it�Research�on�M
inke�

W
hales�in�the�A

ntarctic,�T
okyo,�4-8�D

ecem
ber�2006,�SC/（9/Rep.1.

三　

管
轄
権
問
題

　

豪
州
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｊ
の
裁
判
管
轄
権
の
根
拠
と
し
て
、
自
国
と
日
本
が
Ｉ
Ｃ
Ｊ
規
程
三
六
条
二
項
に
基
づ
い
て
二
〇
〇
二
年
三
月
二

二
日
と
二
〇
〇
七
年
七
月
九
日
に
そ
れ
ぞ
れ
行
っ
た
選
択
条
項
受
諾
宣
言
を
援
用
し
た）1
（

。
そ
れ
に
対
し
て
、
日
本
は
、
豪
州
が
当
該

宣
言
を
行
っ
た
際
に
付
し
た
留
保
を
根
拠
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｊ
の
裁
判
管
轄
権
を
否
認
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
日
本
が
実
際
に
裁
判
管
轄
権

の
問
題
を
提
起
し
た
の
は
、
本
案
手
続
前
の
「
先
決
的
抗
弁
」
の
段
階
で
は
な
く
、
本
案
手
続
の
過
程
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
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何
故
、
日
本
は
、
本
件
に
関
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｊ
の
裁
判
管
轄
権
を
争
う
先
決
的
抗
弁
を
提
出
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か）2
（

。
豪
州
は
、

申
述
書
（
二
〇
一
一
年
五
月
九
日
）
を
提
出
し
た
時
点
で
は
、
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ
Ⅱ
に
従
っ
て
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
が
捕
獲
さ
れ
た
場
合
に
、

「
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動
植
物
の
種
の
国
際
取
引
に
関
す
る
条
約
」（
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｓ
）
の
違
反
問
題
を
提
起
す
る
権
利
を
保
留

し
て
い
た）（
（

。
日
本
の
答
弁
書
（
二
〇
一
二
年
三
月
九
日
）
に
よ
る
と
、
そ
れ
以
降
に
豪
州
が
抗
弁
書
を
提
出
す
る
こ
と
は
な
く
、
正

式
に
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｓ
違
反
問
題
を
提
起
し
な
か
っ
た
た
め
に
、「
申
述
書
の
提
出
後
三
箇
月
以
内
」
と
い
う
先
決
的
抗
弁
の
提
出
期
限

（
Ｉ
Ｃ
Ｊ
規
則
七
九
条
一
項
）
が
経
過
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う）4
（

。
つ
ま
り
、
日
本
は
、
豪
州
の
抗
弁
書
の
提
出
を
待
っ
て
い
た
た
め
に

先
決
的
抗
弁
の
提
出
機
会
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
裁
判
管
轄
権
の
問
題
は
、
一
九
九
五
年
九
月
一
三
日
暫
定

協
定
適
用
事
件
（
旧
ユ
ー
ゴ
・
マ
ケ
ド
ニ
ア
対
ギ
リ
シ
ャ
）
な
ど
の
場
合
と
同
様
、
本
案
手
続
の
中
で
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

裁
判
管
轄
権
に
関
し
て
具
体
的
に
争
点
と
な
っ
た
の
は
、
豪
州
が
受
諾
宣
言
に
付
し
た
二
つ
の
留
保
の
内
の
二
番
目
の
紛
争
形
態
、

つ
ま
り
「（
ｂ
）
領
海
、
排
他
的
経
済
水
域
（
Ｅ
Ｅ
Ｚ
）
及
び
大
陸
棚
を
含
む
海
域
の
境
界
画
定
に
関
す
る
か
又
は
そ
れ
に
関
連
す

る
紛
争
、
又
は
そ
の
境
界
が
画
定
さ
れ
る
ま
で
の
間
の
紛
争
海
域
若
し
く
は
当
該
海
域
の
隣
接
区
域
の
開
発
に
関
す
る
か
又
は
そ
れ

に
関
連
す
る
紛
争
」
で
あ
る
。
も
し
、
本
件
が
当
該
留
保
に
該
当
す
る
場
合
、
Ｉ
Ｃ
Ｊ
の
裁
判
管
轄
権
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
に
な

る
。

　

豪
州
に
よ
る
と
、
右
の
留
保
は
自
国
の
主
権
又
は
主
権
的
権
利
の
請
求
海
域
と
他
国
の
そ
れ
と
が
重
複
す
る
境
界
画
定
紛
争
に
適

用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
本
件
は
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｗ
の
違
反
問
題
で
あ
り
、
境
界
画
定
と
は
全
く
無
関
係
の
紛
争
で
あ
る
。
他
方
で
、
日

本
は
、
本
件
が
留
保
後
段
に
言
う
「
境
界
が
画
定
さ
れ
る
ま
で
の
間
の
紛
争
海
域
若
し
く
は
当
該
海
域
の
隣
接
区
域
の
開
発
に
関
す

る
紛
争
」
に
該
当
す
る
と
主
張
し
た
。
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ
Ⅱ
は
、
豪
州
が
南
極
大
陸
に
対
し
て
主
張
す
る
領
域
主
権
を
基
礎
と
し
た
同
国

の
Ｅ
Ｅ
Ｚ
又
は
そ
の
隣
接
水
域
内
で
実
施
さ
れ
る
開
発
活
動
で
あ
る
。
し
か
し
、
日
本
は
、
当
該
海
域
を
豪
州
の
Ｅ
Ｅ
Ｚ
と
認
め
て

い
な
い
（
い
わ
ゆ
る
公
海
の
一
部
）
こ
と
か
ら
、
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ
Ⅱ
の
対
象
区
域
は
当
事
者
間
の
紛
争
海
域
に
当
た
る
と
主
張
し
た
の
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で
あ
る
。

　

裁
判
所
は
、
選
択
条
項
受
諾
宣
言
の
解
釈
方
法
に
関
し
て
、
一
九
五
二
年
ア
ン
グ
ロ
・
イ
ラ
ニ
ア
ン
石
油
会
社
事
件
の
予
備
的
判

決
や
漁
業
管
轄
権
事
件
判
決
で
採
用
し
た
方
法
、
つ
ま
り
ウ
ィ
ー
ン
条
約
法
条
約
の
定
め
る
条
約
の
解
釈
方
法
で
は
な
く
、
国
家
主

権
に
基
づ
い
た
一
方
的
行
為
と
し
て
の
受
諾
宣
言
の
「
特
別
な
性
質）（
（

」（the�sui generis�character

）
に
配
慮
し
た
解
釈
方
法
を
踏

襲
し
て
い
る
。
そ
の
特
徴
は
、
特
に
宣
言
国
の
意
図
と
そ
れ
を
明
瞭
に
確
認
で
き
る
宣
言
の
文
言
を
重
視
す
る
と
い
う
点
に
あ
り）6
（

、

漁
業
管
轄
権
事
件
判
決
は
、「
Ｉ
Ｃ
Ｊ
の
強
制
的
裁
判
管
轄
権
を
受
諾
し
た
当
時
の
宣
言
国
の
意
図
を
適
切
に
考
慮
し
つ
つ
、
宣
言

文
の
自
然
且
つ
合
理
的
な
読
み
方
と
調
和
す
る
」
よ
う
に
解
釈
す
べ
き
で
あ
る
と
し
た）7
（

。

　

先
ず
、
豪
州
の
付
し
た
留
保
の
文
言
を
瞥
見
す
る
と
、
そ
の
対
象
と
な
る
紛
争
は
、
海
域
の
境
界
画
定
に
関
連
す
る
紛
争
、
又
は

境
界
画
定
ま
で
の
間
の
紛
争
海
域
若
し
く
は
そ
の
隣
接
区
域
の
開
発
に
関
連
す
る
紛
争
で
あ
る
。
裁
判
所
は
、
当
該
留
保
を
日
本
の

主
張
す
る
よ
う
に
後
段
部
分
と
前
段
部
分
と
に
分
離
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
つ
ま
り
後
段
の
紛
争
は
「
前
段
の
そ
れ
と
密
接
に
関

連
し
て
」
お
り
、
両
者
は
「
一
体
（unity

）
と
し
て
読
ま
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
判
示
し
た）8
（

。

　

次
に
、
裁
判
所
は
、
留
保
の
意
図
を
、
二
〇
〇
二
年
三
月
二
五
日
に
同
国
の
法
務
大
臣
と
外
務
大
臣
が
提
出
し
た
プ
レ
ス
・
リ

リ
ー
ス
と
同
年
六
月
一
八
日
に
法
務
大
臣
が
議
会
に
提
出
し
た
「
国
益
分
析
」
報
告
書
か
ら
引
き
出
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
文
書
に

よ
る
と
、
豪
州
の
留
保
は
、
海
域
確
定
紛
争
及
び
当
該
紛
争
海
域
又
は
そ
の
隣
接
海
域
の
開
発
に
関
す
る
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
こ
と

を
示
し
て
い
た）9
（

。
ま
た
、
豪
州
は
、
宣
言
当
時
、
当
該
留
保
を
付
し
た
具
体
的
理
由
と
し
て
、
同
国
が
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
及
び
東

テ
ィ
モ
ー
ル
と
の
間
に
複
雑
な
海
域
確
定
問
題
を
抱
え
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
外
交
的
解
決
を
望
む
こ
と
を
挙
げ
て
い
た）（（
（

。

　

以
上
か
ら
、
本
件
が
豪
州
の
付
し
た
留
保
の
対
象
と
な
る
た
め
に
は
、
何
よ
り
も
先
ず
日
本
と
豪
州
の
間
に
「
海
域
確
定
紛
争
」

が
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
両
当
事
者
は
本
件
を
海
域
確
定
紛
争
と
は
捉
え
て
お
ら
ず
、
海
域
確
定
を
必
要

と
す
る
海
域
請
求
の
重
複
も
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
豪
州
が
問
題
に
し
て
い
る
の
は
、
自
国
の
主
権
的
海
域
又
は
そ
の
隣
接
海
域
に
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お
け
る
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ
Ⅱ
の
実
施
で
は
な
く
、
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｗ
の
義
務
違
反
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
、
裁
判
所
は
、
小
和
田
判
事
を

含
む
全
員
一
致
で
も
っ
て
、
豪
州
の
留
保
が
本
件
に
は
適
用
さ
れ
な
い
と
結
論
付
け
た
。

　

こ
う
し
た
司
法
判
断
を
受
け
て
、
日
本
政
府
は
、
二
〇
一
五
年
一
〇
月
六
日
に
従
来
の
選
択
条
項
受
諾
宣
言
を
廃
棄
し
、
新
た
な

宣
言
に
代
え
て
い
る
。
そ
れ
は
、
従
来
の
留
保
の
範
囲
を
拡
大
し
、
新
た
に
「
海
洋
生
物
資
源
の
調
査
、
保
存
、
管
理
又
は
開
発
か

ら
生
じ
る
か
又
は
そ
れ
に
関
す
る
若
し
く
は
関
連
す
る
紛
争
」
を
追
加
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

（
1
）　

両
国
の
選
択
条
項
受
諾
宣
言
に
つ
い
て
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｊ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ《D

eclarations�Recognizing�the�Jurisdiction�of�the�
Court�as�Com

pulsory
》を
参
照
。

（
2
）　

日
本
は
、
豪
州
が
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ
Ⅱ
の
実
施
に
起
因
し
た
具
体
的
・
物
理
的
損
害
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
を
理
由
に
、「
請
求
の
受
理
可

能
性
」
の
問
題
と
し
て
豪
州
の
「
原
告
適
格
」（locus standi

）
を
争
う
こ
と
も
で
き
た
で
あ
ろ
う
。
現
に
、
本
件
の
口
頭
弁
論
に
お
い

て
、
バ
ン
ダ
リ
（Bhandari

）
判
事
が
、「
日
本
が
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ
Ⅱ
を
通
じ
て
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｗ
に
違
反
し
た
結
果
、
豪
州
が
ど
の
よ
う
な
損
害

を
受
け
た
の
か
」
を
質
問
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
す
る
豪
州
の
回
答
は
、
全
て
の
締
約
国
が
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｗ
レ
ジ
ー
ム
の
枠
内
に
お
い
て
「
共

通
利
益
」
又
は
「
集
団
的
利
益
」
を
有
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
（CR�201（/18,�paras.19-20

）
が
、
判
決
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て

言
及
し
て
い
な
い
。
た
だ
、
仮
に
日
本
が
豪
州
の
原
告
適
格
を
争
っ
た
と
し
て
も
、
裁
判
所
が
日
本
の
主
張
を
認
め
る
可
能
性
は
か
な
り

低
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
拷
問
等
禁
止
条
約
の
解
釈
が
争
点
に
な
っ
た
訴
追
引
渡
義
務
問
題
事
件
に
お
い
て
、
裁
判
所
自
身
が
、
条
約
の
目

的
に
照
ら
し
た
拷
問
防
止
に
関
す
る
締
約
国
の
「
共
通
利
益
」
と
そ
れ
に
基
づ
い
た
締
約
国
の
「
締
約
国
全
体
に
対
す
る
義
務
」

（obligations�erga om
nes partes

）
を
認
め
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（Q

uestions�relating�to�the�O
bligation�to�Prosecute�or�

Extradite�(Belgium
�v.�Senegal),�ICJ R

eports 2012,�para.69
）。
ち
な
み
に
、
国
際
法
委
員
会
（
Ｉ
Ｌ
Ｃ
）
も
、
国
家
責
任
条
文

四
八
条
一
項
に
お
い
て
、
被
害
国
以
外
の
第
三
国
が
違
反
の
責
任
追
及
可
能
な
義
務
と
し
て
、
被
害
国
を
含
む
締
約
国
の
「
集
団
的
利

益
」
を
保
護
す
る
義
務
を
認
め
て
い
る
。
こ
う
し
た
情
況
に
照
ら
す
と
、
裁
判
所
が
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｗ
の
目
的
に
照
ら
し
た
鯨
族
保
存
に
関
す
る

締
約
国
の
「
共
通
の
利
益
」
と
そ
れ
に
基
づ
い
た
「
締
約
国
全
体
に
対
す
る
義
務
」
を
認
め
た
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。

（
（
）　

豪
州
は
、
訴
状
（
申
立
書
）
の
段
階
で
は
、
日
本
の
違
反
条
約
と
し
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｗ
以
外
に
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｓ
と
生
物
多
様
性
条
約
を
挙
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げ
て
い
た(A

pplication�instituting�Proceedings,�（1�M
ay�2010,�para.（8)

。
そ
の
後
の
申
述
書
の
段
階
に
な
る
と
、
豪
州
は
、
生

物
多
様
性
条
約
の
違
反
を
取
り
下
げ
た
も
の
の
、
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｓ
の
問
題
に
関
し
て
は
態
度
を
保
留
し
た
ま
ま
で
あ
っ
た
（M

em
orial�of�

A
ustralia,�9�M

ay�2011,�para.1.9

）。
な
お
、
Ｐ
・
Ｈ
・
サ
ン
ド
は
、
北
極
海
と
南
極
海
に
お
け
る
日
本
の
捕
鯨
が
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｓ
の
三
条

と
八
条
七
項
に
違
反
す
る
と
し
、
集
団
的
対
抗
措
置
を
執
る
た
め
に
一
三
条
と
そ
れ
に
基
づ
い
た
締
約
国
会
議
の
決
議
一
四
・
三
の
遵
守

手
続
を
開
始
す
る
よ
う
に
提
案
し
て
い
る
。Peter�H

.�Sand,�Japanʼs�ʻResearch�W
halingʼ�in�the�A

ntarctic�Southern�O
cean�

and�the�N
orth�Pacific�O

cean�in�the�Face�of�the�Endangered�Species�Convention�(CIT
ES)�,�R

E
CIE

L�17(1),�2008,�
pp.（6-71.

（
4
）　Counter-M

em
orial�of�Japan,�paras.1.�6-8.

小
和
田
判
事
の
指
摘
し
た
「
若
干
の
不
幸
な
手
続
的
事
情
」
と
は
、
こ
う
し
た
情

況
を
指
す
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。D

issenting�O
pinion�of�Judge�O

w
ada,�para.（.

（
（
）　Fisheries�Jurisdiction�(Spain�v.�Canada),�Jurisdiction,�Judgm

ent,�ICJ R
eports 1998,�para.46.

（
6
）　A

nglo-lranian�O
il�Co.,�Prelim

inary�O
bjection,�Judgm

ent,�ICJ R
eports 1952,�pp.104-107.

（
7
）　Fisheries�Jurisdiction,�op.cit.,�para.48.

（
8
）　W

haling�in�the�A
ntarctic,�Judgm

ent,�op.cit.,�para.（7.

（
9
）　Ibid.,�para.（8.

（
10
）　Ibid.,�para.（4.

　

四　

判
決
内
容
（
管
轄
権
を
除
く
）

　

豪
州
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｊ
（
以
下
、
裁
判
所
）
に
対
し
て
、
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ
Ⅱ
が
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｗ
八
条
の
調
査
捕
鯨
に
該
当
せ
ず）1
（

、
し
た
が
っ
て

附
表
の
定
め
る
商
業
捕
鯨
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
に
違
背
す
る
旨
を
認
定
す
る
と
と
も
に
、
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ
Ⅱ
の
差
し
止
め
を
宣
告
す
る
よ
う

に
求
め
た）2
（

。
そ
の
た
め
、
本
件
で
は
、
八
条
一
項
の
「
科
学
的
研
究
の
た
め
に
」
と
い
う
調
査
捕
鯨
の
要
件
の
解
釈
と
そ
の
適
用
が

最
大
の
争
点
と
な
っ
た
。
も
し
、
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ
Ⅱ
が
「
科
学
的
研
究
の
た
め
に
」
行
わ
れ
る
調
査
捕
鯨
と
認
定
さ
れ
た
場
合
、
商
業
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捕
鯨
等
の
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
を
定
め
た
附
表
規
定
の
違
反
問
題
は
生
起
せ
ず
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ
Ⅱ
の
差
し
止
め
も
不

可
能
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　

１　

八
条
一
項
の
解
釈

　

八
条
一
項
の
「
科
学
的
研
究
の
た
め
に
」
と
い
う
文
言
の
具
体
的
な
解
釈
論
に
入
る
前
段
階
又
は
前
提
と
し
て
、
当
該
規
定
を
ど

の
よ
う
に
解
釈
す
べ
き
か
、
そ
の
方
法
論
が
当
事
者
間
で
大
き
な
議
論
と
な
っ
た
。

　

⑴　

解
釈
方
法

　

Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｗ
の
八
条
一
項
は
、
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。

「
こ
の
条
約
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
締
約
政
府
は
、
同
政
府
が
適
当
と
認
め
る
数
の
制
限
及
び
他
の
条
件
に
従
っ
て
自
国
民
の
い
ず
れ
か

が
科
学
的
研
究
の
た
め
に
（for�purposes�of�scientific�research

）
鯨
を
捕
獲
し
、
殺
し
、
及
び
処
理
す
る
こ
と
を
認
可
す
る
特
別
許

可
書
を
こ
れ
に
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
こ
の
条
の
規
定
に
よ
る
鯨
の
捕
獲
、
殺
害
及
び
処
理
は
、
こ
の
条
約
の
適
用
か
ら
除
外
す

る
（exem

pt

）。
各
締
約
政
府
は
、
そ
の
与
え
た
す
べ
て
の
前
記
の
認
可
を
直
ち
に
委
員
会
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
各
締
約
政
府

は
、
そ
の
与
え
た
前
記
の
特
別
許
可
書
を
い
つ
で
も
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。」

　

裁
判
所
は
、
条
文
を
厳
格
に
解
釈
す
る
こ
と
を
「
縮
小
解
釈
」、
柔
軟
に
解
釈
す
る
こ
と
を
「
拡
張
解
釈
」
と
呼
称
し
て
い
る）（
（

。

八
条
一
項
に
関
し
て
い
ず
れ
の
解
釈
方
法
を
採
用
す
る
か
は
、
条
約
の
趣
旨
及
び
目
的
、
条
約
に
お
け
る
同
条
項
の
位
置
付
け
、
締

約
国
の
裁
量
範
囲
、
さ
ら
に
は
証
明
責
任
の
帰
属
と
い
っ
た
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｗ
の
本
質
に
係
わ
る
問
題
で
あ
り
、
本
裁
判
の
帰
趨
を
決
定
付

け
る
問
題
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
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前
者
の
縮
小
解
釈
論
を
主
張
し
た
の
は
、
豪
州
で
あ
る
。
同
国
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｗ
が
「
共
同
資
源
の
集
団
的
管
理
を
目
的
と
す
る
多

数
国
間
レ
ジ
ー
ム
」
へ
と
発
展
し
、「
鯨
族
の
適
当
で
有
効
な
保
存
及
び
増
大
」（
前
文
）
が
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｗ
の
趣
旨
及
び
目
的
で
あ
る
と

し
た
。
か
か
る
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｗ
の
発
展
に
照
ら
し
て
八
条
一
項
を
動
態
的
に
解
釈
す
る
場
合
、
そ
れ
は
「
限
定
的
例
外
」（a�lim

ited�

exception
）
を
定
め
た
規
定
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
か
か
る
例
外
規
定
は
縮
小
解
釈
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
特

別
許
可
の
発
給
も
締
約
国
の
自
由
裁
量
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
客
観
的
な
基
準
に
従
っ
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い）4
（

。
そ
し
て
、

証
明
責
任
に
関
し
て
は
、「
証
明
は
原
告
に
帰
し
、
被
告
は
例
外
を
援
用
す
る
場
合
は
原
告
と
な
る
」（actori incum

bit probatio ; 

reus excipiendo fit actor
）
の
法
諺
に
従
っ
て
、
例
外
援
用
国
の
日
本
に
帰
属
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

そ
れ
で
は
、
か
か
る
縮
小
解
釈
論
の
根
拠
と
さ
れ
た
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｗ
の
「
発
展
」
と
は
、
具
体
的
に
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｗ
の
八
条
は
、
そ
の
先
行
条
約
（
一
九
三
七
年
）
の
一
〇
条
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
た
だ
一
点
だ

け
、
新
機
軸
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
締
約
国
が
自
国
の
発
給
し
た
全
て
の
特
別
許
可
を
Ｉ
Ｗ
Ｃ
に
報
告
す
る
と
い
う
義

務
で
あ
る
。
豪
州
に
よ
る
と
、
こ
の
報
告
義
務
は
、
八
条
が
特
別
許
可
の
発
給
を
締
約
国
の
自
己
判
断
（self-judging

）
に
委
ね
て

い
な
い
こ
と
を
示
す
「
重
要
な
追
加
的
要
件
」
で
あ
っ
た）（
（

。
ま
た
、
Ｉ
Ｗ
Ｃ
の
第
三
一
回
年
次
会
合
（
一
九
七
九
年
）
に
お
い
て
採

択
さ
れ
た
附
表
三
〇
項
は
、
上
記
の
よ
う
に
、
締
約
国
が
特
別
許
可
を
発
給
す
る
前
に
Ｉ
Ｗ
Ｃ
事
務
局
へ
特
別
許
可
案
（
附
表
三
〇

項
の
指
定
し
た
情
報
を
明
記
し
た
書
類
）
を
提
出
し
た
後
、
科
学
委
員
会
が
そ
れ
を
レ
ビ
ュ
ー
し
、
意
見
を
述
べ
る
と
い
う
手
続
を
導

入
し
た
。
こ
れ
は
、
特
別
許
可
案
の
「
事
前
承
認
制
度
」
を
定
め
た
も
の
で
、
同
会
合
は
、
特
別
許
可
規
制
制
度
の
発
展
に
お
け
る

「
画
期
的
な
瞬
間
」
で
あ
っ
た
と
い
う）6
（

。

　

さ
ら
に
、
一
九
八
二
年
に
は
、
商
業
捕
鯨
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
が
採
択
さ
れ
た
。
そ
れ
を
契
機
と
し
て
、
日
本
を
含
む
一
部
の
締
約
国

が
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｗ
八
条
に
基
づ
く
特
別
許
可
の
発
給
を
著
し
く
増
加
さ
せ
た
こ
と
か
ら
、
Ｉ
Ｗ
Ｃ
は
、
一
九
八
〇
年
代
中
頃
以
降
、
科
学

委
員
会
が
特
別
許
可
案
を
レ
ビ
ュ
ー
す
る
際
の
い
く
つ
か
の
「
指
針
」
を
作
成
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ
Ⅱ
の
特
別
許
可
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案
が
提
出
さ
れ
た
二
〇
〇
五
年
に
は
、
こ
う
し
た
一
連
の
指
針
が
附
属
書
Ｙ
と
し
て
一
つ
の
文
書
に
纏
め
ら
れ
た
。
当
該
指
針
は
そ

の
後
も
更
新
さ
れ
、
二
〇
〇
八
年
に
は
、「
附
属
書
Ｐ
・
特
別
許
可
案
と
現
行
及
び
終
了
し
た
許
可
の
研
究
成
果
の
レ
ビ
ュ
ー
過
程
」

と
題
し
た
指
針
が
採
択
さ
れ
て
い
る
。

　

豪
州
に
よ
れ
ば
、
か
よ
う
な
特
別
許
可
規
制
制
度
の
漸
進
的
強
化
を
通
じ
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｗ
は
「
締
約
国
の
特
別
許
可
発
給
権
限
に

全
く
制
限
を
課
さ
な
い
制
度
」（
一
九
三
一
年
条
約
）
か
ら
「
締
約
国
の
特
別
許
可
の
監
視
機
関
を
内
在
す
る
規
制
レ
ジ
ー
ム
」
へ
と

「
発
展
」
し
た）7
（

。
八
条
一
項
の
解
釈
に
際
し
て
は
、
か
か
る
発
展
が
ウ
ィ
ー
ン
条
約
法
条
約
三
一
条
三
項
（
ｂ
）
の
定
め
る
「
条
約

の
適
用
に
つ
き
後
に
生
じ
た
慣
行
」
と
し
て
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い）8
（

。

　

他
方
、
八
条
一
項
の
拡
張
解
釈
論
を
展
開
し
た
の
は
、
日
本
で
あ
る
。
日
本
は
、
当
該
規
定
に
基
づ
く
調
査
捕
鯨
が
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｗ
の

他
の
規
定
の
適
用
か
ら
「
自
立
し
た
地
位
」（free-standing

）
に
あ
り
、
同
条
約
の
埒
外
に
あ
る
と
主
張
し
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、

調
査
捕
鯨
に
は
慣
習
国
際
法
に
基
づ
い
た
国
家
の
捕
鯨
の
自
由
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
特
別
許
可
の
発
給
は
締
約
国
の
自
由

裁
量
に
委
ね
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い）9
（

。
こ
う
し
た
主
張
の
根
拠
は
、
条
約
の
「
適
用
か
ら
除
外
す
る
」
こ
と
を
明
記
し
た
八
条
一

項
の
文
言
と
、「
捕
鯨
産
業
の
秩
序
の
あ
る
発
展
」
を
図
る
と
い
う
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｗ
の
趣
旨
及
び
目
的
に
あ
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｗ
の
前
文
に
は

「
鯨
族
の
適
当
な
保
存
を
図
っ
て
捕
鯨
産
業
の
秩
序
の
あ
る
発
展
を
可
能
に
す
る
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
が
、
鯨
族
保
存
は
「
捕
鯨

産
業
の
秩
序
の
あ
る
発
展
」
と
い
う
目
的
達
成
の
た
め
の
手
段
に
過
ぎ
な
い
。
か
か
る
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｗ
の
趣
旨
及
び
目
的
を
変
更
す
る
た

め
に
は
条
約
前
文
の
改
正
が
必
要
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
未
だ
に
実
現
さ
れ
て
い
な
い）（（
（

。

　

以
上
の
よ
う
な
両
当
事
者
の
主
張
に
対
し
て
、
裁
判
所
は
、
ど
の
よ
う
な
判
断
を
示
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
先
ず
、
八
条
一
項
の

位
置
付
け
に
関
し
て
、
裁
判
所
は
、
日
本
の
主
張
す
る
自
立
理
論
を
否
認
し
、「
八
条
は
条
約
の
不
可
分
の
一
部
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
そ
れ
は
、
附
表
を
含
む
他
の
規
定
を
考
慮
し
つ
つ
、
条
約
の
趣
旨
及
び
目
的
に
照
ら
し
て
解
釈
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
判
示
し
て
い
る）（（
（

。
そ
し
て
、「
条
約
の
趣
旨
及
び
目
的
」
に
関
し
て
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
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「
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｗ
の
前
文
は
、
本
条
約
が
全
て
の
鯨
族
の
持
続
可
能
な
開
発
を
認
め
る
一
方
で
、
そ
れ
ら
の
保
存
と
い
う
目
的
を
追
求
す
る
こ
と

を
示
し
て
い
る
。
…
…
Ｉ
Ｗ
Ｃ
に
よ
る
附
表
修
正
と
勧
告
は
条
約
の
追
求
す
る
い
ず
れ
か
の
目
的
を
強
調
す
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
そ
れ
ら

が
条
約
の
趣
旨
及
び
目
的
を
変
更
す
る
こ
と
は
で
き
な
い）

（（
（

。」

　

か
よ
う
に
鯨
族
の
保
存
と
持
続
可
能
な
開
発
の
両
方
を
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｗ
の
趣
旨
及
び
目
的
と
位
置
付
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
裁
判
所
は
、

「（
条
約
の
趣
旨
及
び
目
的
を
表
し
た
）
条
約
の
前
文
と
他
の
関
連
規
定
を
考
慮
す
る
と
き
、
八
条
の
縮
小
解
釈
と
拡
張
解
釈
の
い
ず
れ

も
正
当
化
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
結
論
付
け
て
い
る）（（
（

。

　

そ
し
て
、
締
約
国
の
自
由
裁
量
に
つ
い
て
は
、
特
別
許
可
発
給
が
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｗ
の
完
全
な
埒
外
に
あ
っ
て
締
約
国
の
自
由
裁
量
に
委

ね
ら
れ
て
い
る
と
し
た
日
本
の
主
張
を
退
け
、
次
の
よ
う
に
判
示
し
て
い
る
。

「
八
条
は
、
特
別
許
可
の
申
請
を
拒
否
す
る
又
は
そ
の
発
給
要
件
を
明
確
化
す
る
と
い
う
意
味
で
の
裁
量
権
を
締
約
国
に
付
与
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
特
別
許
可
案
に
基
づ
く
捕
鯨
が
科
学
的
研
究
の
た
め
で
あ
る
か
ど
う
か
を
締
約
国
だ
け
で
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い）

（（
（

。」

　

最
後
に
、
裁
判
所
は
、
致
死
的
調
査
方
法
の
使
用
に
関
し
て
、
そ
の
客
観
的
根
拠
の
説
明
責
任
を
特
別
許
可
発
給
国
に
課
し
て
い

る
。
こ
れ
は
、
本
裁
判
の
帰
趨
に
係
わ
る
重
要
な
決
定
で
あ
る
の
で
、
判
決
文
を
そ
の
ま
ま
引
用
す
る
。

「
本
件
は
、
八
条
に
基
づ
い
た
締
約
国
の
特
別
許
可
発
給
の
決
定
（decision

）
に
起
因
し
て
い
る
。
か
か
る
決
定
に
は
、
計
画
に
お
け
る

致
死
的
方
法
の
使
用
が
科
学
的
研
究
の
た
め
で
あ
る
と
い
う
締
約
国
の
決
断
（determ

ination

）
が
内
在
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
裁
判
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所
は
、
特
別
許
可
発
給
国
が
こ
う
し
た
決
断
の
客
観
的
根
拠
を
説
明
す
る
こ
と
を
期
待
す
る）

（（
（

。」

　

⑵　
「
科
学
的
研
究
の
た
め
に
」
の
解
釈

　

裁
判
所
は
、
八
条
一
項
の
「
科
学
的
研
究
の
た
め
に
」
の
文
言
を
解
釈
す
る
際
に
、
調
査
計
画
が
「
科
学
的
研
究
」
を
含
む
こ
と
、

そ
れ
が
科
学
的
研
究
「
の
た
め
に
」
行
わ
れ
る
こ
と
の
二
要
件
に
分
け
て
審
査
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
二
分
法
自
体
は
、
豪
州
の
主

張
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
同
国
の
解
釈
に
よ
れ
ば
、「
科
学
的
研
究
」
が
調
査
活
動
の
成
果
を
、「
の
た
め
に
」
が
調

査
活
動
の
目
的
を
指
し
て
お
り
、
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ
Ⅱ
は
、
こ
れ
ら
の
「
別
個
で
あ
る
が
関
連
し
た
二
つ
の
要
件
」
を
具
備
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い）（（
（

。

　

①　
「
科
学
的
研
究
」
の
解
釈

　

Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｗ
の
条
文
中
に
、「
科
学
的
研
究
」（scientific�research

）
の
用
語
を
定
義
し
た
規
定
は
存
在
し
て
い
な
い
。
豪
州
の
科

学
者
証
人
（
裁
判
所
の
規
程
・
規
則
上
は
鑑
定
人
）
の
マ
ン
ゲ
ル
（M

arc�M
angel

）
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｗ
の
文
脈
に
お
け
る
「
科
学
的
研

究
」
の
特
徴
と
し
て
、
資
源
の
保
存
と
管
理
の
重
要
な
知
見
に
寄
与
す
る
明
確
且
つ
達
成
可
能
な
目
的
（
問
題
又
は
仮
説
）、
他
の
手

段
で
は
研
究
目
的
を
達
成
で
き
な
い
場
合
に
の
み
致
死
的
調
査
方
法
を
使
用
す
る
こ
と
を
含
む
「
適
当
な
方
法
」、
ピ
ア
・
レ
ビ
ュ
ー
、

資
源
へ
の
悪
影
響
の
回
避
、
と
い
う
四
つ
の
累
積
的
要
素
を
掲
げ
て
い
る）（（
（

。

　

し
か
し
、
裁
判
所
は
、
こ
れ
ら
四
要
素
が
一
人
の
専
門
家
の
「
科
学
的
研
究
」
の
概
念
を
投
影
し
た
も
の
に
過
ぎ
ず
、「
条
約
文

言
の
解
釈
と
し
て
奉
仕
す
る
」
こ
と
は
で
き
な
い
と
判
示
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
裁
判
所
は
、
自
身
が
「
科
学
的
研
究
」
の
別
の
要

素
を
提
示
し
た
り
、
そ
れ
を
一
般
的
に
定
義
し
た
り
す
る
必
要
を
認
め
な
か
っ
た）（（
（

。

　

②　

科
学
的
研
究
「
の
た
め
に
」
の
解
釈

　

判
決
に
よ
れ
ば
、
裁
判
所
の
役
割
は
、
計
画
の
掲
げ
る
研
究
目
的
の
科
学
的
な
価
値
や
重
要
性
を
判
断
し
た
り
、
計
画
の
策
定
及
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び
実
施
が
研
究
目
的
を
達
成
す
る
最
善
の
方
法
で
あ
る
か
ど
う
か
を
決
定
し
た
り
す
る
こ
と
で
は
な
い
。
裁
判
所
は
、
こ
う
し
た
基

本
的
ス
タ
ン
ス
を
踏
ま
え
て
、
そ
の
審
査
範
囲
を
、
致
死
的
調
査
方
法
を
含
む
計
画
の
策
定
及
び
実
施
が
そ
の
研
究
目
的
に
相
関
し

て
「
合
理
的
」（reasonable

）
で
あ
る
か
ど
う
か
を
分
析
す
る
こ
と
に
限
定
し
て
い
る）（（
（

。

　

裁
判
所
が
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ
Ⅱ
に
お
け
る
研
究
目
的
と
調
査
方
法
の
合
理
的
相
関
性
を
評
価
す
る
た
め
に
提
示
し
た
要
素
は
、
致
死
的

調
査
方
法
の
使
用
決
定
、
捕
獲
目
標
数
、
捕
獲
目
標
数
を
算
出
す
る
た
め
に
使
用
し
た
方
法
論
、
捕
獲
目
標
数
と
そ
の
実
績
数
と
の

比
較
、
計
画
の
時
間
的
枠
組
み
、
計
画
の
科
学
的
成
果
、
他
の
関
連
調
査
計
画
と
の
連
携
の
七
項
目
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
裁
判
所
は
、
か
か
る
合
理
的
相
関
性
を
審
査
す
る
際
に
、
調
査
捕
鯨
と
商
業
捕
鯨
の
差
異
を
踏
ま
え
る
必
要
性
を
指
摘

し
た
。
日
本
は
、
商
業
捕
鯨
で
は
高
価
な
鯨
種
だ
け
が
捕
獲
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
調
査
捕
鯨
で
は
鯨
が
ラ
ン
ダ
ム
に
捕
獲
さ
れ
る

こ
と
に
よ
り
廉
価
な
鯨
種
が
捕
獲
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
点
を
強
調
し
た）（（
（

。
他
方
で
、
豪
州
は
、
調
査
捕
鯨
に
は
見
ら
れ
な
い
商
業

捕
鯨
の
特
徴
と
し
て
、
計
画
の
実
施
過
程
に
お
い
て
発
生
し
た
鯨
肉
の
過
剰
な
販
売
（
八
条
二
項
は
調
査
捕
鯨
の
副
産
物
で
あ
る
鯨
肉

の
加
工
・
販
売
を
容
認
し
て
い
る
が
、
そ
の
量
次
第
で
は
商
業
捕
鯨
と
の
疑
念
を
抱
か
せ
る
）
と
、
科
学
的
研
究
と
は
無
関
係
な
政
策
目
標

の
追
求
（
雇
用
、
捕
鯨
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
な
ど
）
の
二
点
を
挙
げ
て
い
る）（（
（

。

　

裁
判
所
は
、
八
条
二
項
が
特
別
許
可
に
基
づ
い
て
捕
獲
し
た
鯨
の
肉
の
加
工
・
販
売
を
認
め
て
い
る
以
上
、
研
究
資
金
調
達
の
た

め
の
そ
れ
が
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ
Ⅱ
に
含
ま
れ
る
と
い
う
事
実
だ
け
で
は
、
特
別
許
可
が
八
条
の
範
囲
外
に
あ
る
と
断
定
す
る
の
に
不
十
分

で
あ
る
と
判
示
し
た
。
裁
判
所
に
よ
る
と
、
真
の
問
題
は
、
計
画
の
研
究
目
的
達
成
に
相
関
し
て
合
理
的
な
規
模
以
上
に
致
死
的
調

査
方
法
を
使
用
し
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
点
に
あ
っ
た）（（
（

。

　

２　

八
条
一
項
の
適
用

　

裁
判
所
は
、
八
条
一
項
に
関
す
る
上
記
の
解
釈
を
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ
Ⅱ
の
策
定
及
び
実
施
に
適
用
し
て
い
る
。
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⑴　
「
科
学
的
研
究
」

　

裁
判
所
は
、
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ
Ⅱ
が
「
科
学
的
研
究
」
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
の
問
題
に
深
入
り
せ
ず
、
科
学
委
員
会
の
レ
ビ
ュ
ー
指

針
に
照
ら
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
に
と
ど
め
て
い
る
。

「
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ
Ⅱ
は
、
そ
の
四
つ
の
研
究
目
的
に
該
当
す
る
調
査
分
野
を
記
述
し
、
科
学
者
に
よ
る
デ
ー
タ
の
体
系
的
な
収
集
と
分
析
を
含

む
活
動
計
画
を
提
出
し
て
い
る
。
そ
の
研
究
目
的
は
、
科
学
委
員
会
が
附
属
書
の
Ｙ
と
Ｐ
に
お
い
て
同
定
し
た
研
究
の
範
疇
に
入
る
。
し
た

が
っ
て
、
提
出
さ
れ
た
情
報
に
照
ら
す
と
、
鯨
の
捕
殺
を
含
む
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ
Ⅱ
の
活
動
は
、
概
ね
（broadly

）『
科
学
的
研
究
』
と
見
な
す

こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
の
た
め
、
本
件
の
文
脈
に
お
い
て
、『
科
学
的
研
究
』
の
概
念
を
一
般
的
に
検
討
す
る
必
要
は
全
く
な
い
。
以
上
か

ら
、
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ
Ⅱ
に
関
す
る
証
拠
の
検
討
は
、
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ
Ⅱ
に
基
づ
く
鯨
の
殺
害
、
捕
獲
及
び
処
理
が
科
学
的
研
究
『
の
た
め
に
』
行

わ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
…
…
を
中
心
に
行
う）

（（
（

。」

　　

⑵　

科
学
的
研
究
「
の
た
め
に
」

　

裁
判
所
は
、
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ
Ⅱ
が
概
ね
「
科
学
的
研
究
」
に
当
た
る
こ
と
を
認
め
た
の
ち
、
そ
れ
が
科
学
的
研
究
「
の
た
め
に
」
策

定
及
び
実
施
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
、
具
体
的
に
は
致
死
的
調
査
方
法
を
含
む
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ
Ⅱ
の
策
定
及
び
実
施
が
そ
の
研
究
目
的

の
達
成
と
合
理
的
相
関
性
を
有
す
る
か
ど
う
か
を
、
上
記
の
七
つ
の
要
素
に
照
ら
し
つ
つ
、
分
析
し
て
い
る
。

　

①　

致
死
的
調
査
方
法
の
使
用
決
定

　
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ
Ⅱ
に
お
い
て
は
、
致
死
的
方
法
が
調
査
の
「
中
心
」
を
占
め
て
い
る
。
日
本
政
府
の
説
明
に
よ
る
と
、
計
画
の
二
つ

の
目
的
（
南
極
海
生
態
系
の
観
察
と
鯨
種
間
競
合
モ
デ
ル
の
構
築
）
を
達
成
す
る
た
め
に
は
体
内
の
器
官
と
胃
の
内
容
物
を
調
査
す
る
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致
死
的
方
法
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
非
致
死
的
生
検
や
衛
星
標
識
発
信
機
は
大
き
な
鯨
類
に
は
使
用
可
能
で
あ
る
が
、
小
さ
な
ク

ロ
ミ
ン
ク
ク
ジ
ラ
に
つ
い
て
は
非
現
実
的
で
あ
る
。
ま
た
、
非
致
死
的
方
法
に
よ
っ
て
一
定
の
関
連
デ
ー
タ
を
入
手
で
き
た
と
し
て

も
、
そ
れ
ら
は
信
頼
性
に
欠
け
る
だ
け
で
な
く
、
時
間
と
費
用
の
点
で
も
非
現
実
的
で
あ
る）（（
（

。

　

か
か
る
日
本
の
主
張
に
対
し
て
、
豪
州
は
、
非
致
死
的
調
査
技
術
の
進
歩
を
理
由
に
強
く
反
駁
し
て
い
る
。
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ
の
開
始

か
ら
四
半
世
紀
を
経
て
非
致
死
的
調
査
方
法
が
「
劇
的
に
改
善
」
さ
れ
、
鯨
研
究
に
お
け
る
情
報
収
集
の
「
よ
り
有
効
な
手
段
」
と

な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
、
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ
Ⅱ
が
致
死
的
方
法
を
調
査
の
中
心
に
据
え
て
い
る
こ
と
は
、
商
業
捕
鯨
を
継
続

す
る
た
め
の
「
偽
装
」
の
証
左
で
あ
る
と）（（
（

。
も
っ
と
も
、
豪
州
は
、
致
死
的
方
法
の
使
用
自
体
を
否
定
し
て
い
る
訳
で
は
な
く
、
研

究
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
当
該
調
査
方
法
が
実
際
上
必
要
な
情
況
が
存
在
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
同
国
が
強
調
し
た
か
っ
た

こ
と
は
、
計
画
の
目
的
達
成
に
必
要
不
可
欠
な
場
合
に
の
み
致
死
的
方
法
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
点
で
あ
っ
た）（（
（

。

　

裁
判
所
は
、
八
条
が
致
死
的
調
査
方
法
の
使
用
を
想
定
し
て
い
る
と
い
う
理
由
で
、「
非
致
死
的
方
法
が
使
用
可
能
で
あ
る
に
も

拘
ら
ず
致
死
的
方
法
を
使
用
す
る
こ
と
は
、
特
別
許
可
が
必
然
的
に
八
条
一
項
の
範
囲
外
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
な
い
」
と

判
示
し
た）（（
（

。
そ
の
一
方
で
、
裁
判
所
は
、
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ
Ⅱ
を
開
始
す
る
前
に
日
本
が
非
致
死
的
方
法
を
「
よ
り
広
汎
に
使
用
す
る
可

能
性
」
を
考
慮
し
た
の
か
ど
う
か
に
注
目
し
た
。
そ
の
理
由
は
、
次
の
三
つ
の
点
に
あ
る）（（
（

。

　

第
一
に
、
Ｉ
Ｗ
Ｃ
の
決
議
と
指
針
が
非
致
死
的
方
法
に
よ
っ
て
研
究
目
的
を
達
成
で
き
る
か
ど
う
か
を
考
慮
す
る
よ
う
に
要
求
し

て
お
り
、
日
本
自
身
が
そ
れ
ら
に
対
し
て
「
適
当
な
考
慮
を
払
う
義
務
」
を
負
う
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
第
二
に
、
日
本
は
、
科
学

政
策
上
の
理
由
か
ら
、
必
要
以
上
に
致
死
的
方
法
を
使
用
し
な
い
こ
と
を
明
言
し
て
い
る
。
最
後
に
、
豪
州
の
二
人
の
科
学
者
証
人

が
、
過
去
二
〇
年
間
の
非
致
死
的
調
査
技
術
の
飛
躍
的
進
歩
に
言
及
し
て
い
る
。
高
い
捕
獲
目
標
数
を
設
定
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ

う
し
た
「
進
歩
の
適
用
可
能
性
」
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

か
く
し
て
、
日
本
は
、
非
致
死
的
方
法
の
使
用
可
能
性
を
考
慮
し
た
証
拠
と
し
て
、
二
つ
の
文
書
を
提
出
し
て
い
る
。
し
か
し
な
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が
ら
、
裁
判
所
は
、
そ
れ
ら
を
分
析
し
た
結
果
、「
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ
Ⅱ
の
捕
獲
目
標
数
の
設
定
時
と
…
…
実
施
時
に
お
い
て
非
致
死
的

方
法
の
実
行
可
能
性
を
検
討
し
た
証
拠
が
、
全
く
提
出
さ
れ
て
い
な
い
」
と
判
示
し
た）（（
（

。

　

②　

捕
獲
目
標
数

　
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ
Ⅱ
に
お
い
て
は
、
ク
ロ
ミ
ン
ク
ク
ジ
ラ
の
捕
獲
目
標
数
が
八
五
〇
頭
プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス
一
〇
％
に
設
定
さ
れ
て
い

る
が
、
こ
の
数
字
は
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ
後
半
期
の
年
平
均
捕
獲
数
の
ほ
ぼ
二
倍
に
匹
敵
す
る
。
ま
た
、
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ
Ⅱ
は
、
ク
ロ
ミ
ン
ク

ク
ジ
ラ
だ
け
で
な
く
、
新
た
に
ナ
ガ
ス
ク
ジ
ラ
と
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
も
捕
獲
の
対
象
と
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
捕
獲
目
標
数
の
増
大
と

対
象
鯨
種
の
拡
大
を
正
当
化
す
る
た
め
に
、
日
本
は
、
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ
Ⅱ
が
南
極
海
生
態
系
の
観
察
と
鯨
種
間
競
合
モ
デ
ル
の
構
築
と

い
う
新
た
な
二
つ
の
目
的
を
追
加
し
た
こ
と
に
よ
り
、
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ
よ
り
も
「
精
緻
」
且
つ
「
遥
か
に
野
心
的
な
計
画
」
に
な
っ
て

い
る
点
を
強
調
し
た）（（
（

。

　

し
か
し
な
が
ら
、
裁
判
所
は
、
研
究
目
的
等
の
視
点
か
ら
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ
と
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ
Ⅱ
と
を
比
較
検
討
し
た
結
果
、
後
者
の
設

定
し
た
捕
獲
目
標
数
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
。

「
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ
と
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ
Ⅱ
の
研
究
目
的
全
般
、
研
究
主
題
及
び
調
査
方
法
（
ク
ロ
ミ
ン
ク
ク
ジ
ラ
の
大
規
模
な
致
死
的
調
査
）
は
、

多
少
の
齟
齬
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
か
な
り
共
通
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
類
似
性
は
、
生
態
系
の
観
察
と
鯨
種
間
競
合
に
関
す
る
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｐ

Ａ
Ⅱ
の
目
的
が
ク
ロ
ミ
ン
ク
ク
ジ
ラ
の
捕
獲
目
標
数
の
相
当
の
増
大
と
新
た
な
二
つ
の
鯨
種
の
捕
殺
を
必
要
と
す
る
当
該
計
画
の
顕
著
な
特

徴
で
あ
る
と
い
う
日
本
の
説
明
に
疑
念
を
抱
か
せ
る）

（（
（

。」

　

こ
う
し
た
厳
し
い
評
価
に
加
え
て
、
裁
判
所
は
、
日
本
が
科
学
委
員
会
に
よ
る
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ
の
最
終
レ
ビ
ュ
ー
の
結
果
を
待
た
ず

に
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ
Ⅱ
を
開
始
し
た
点
を
問
題
視
し
て
い
る
。
日
本
は
、
そ
れ
を
正
当
化
す
る
た
め
に
デ
ー
タ
収
集
継
続
の
必
要
性
を
挙



10（

南極海捕鯨事件に関するＩＣＪ判決について（一）

げ
て
い
る
が
、
裁
判
所
に
よ
る
と
、
そ
れ
は
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ
と
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ
Ⅱ
の
目
的
の
重
複
を
前
提
と
し
た
も
の
で
、
両
計
画
の
重

大
な
相
違
を
強
調
す
る
日
本
の
説
明
と
矛
盾
す
る）（（
（

。

　

③　

鯨
種
毎
の
捕
獲
目
標
数
の
決
定
方
法

　

ナ
ガ
ス
ク
ジ
ラ
と
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
捕
獲
目
標
数
は
、
妊
娠
率
と
性
成
熟
年
齢
と
い
う
二
つ
の
調
査
項
目
に
基
づ
い
て
決
定
さ
れ

て
い
る
。
裁
判
所
は
、
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ
Ⅱ
の
計
画
書
自
体
に
、
性
成
熟
年
齢
の
変
化
率
を
検
出
す
る
た
め
に
は
各
シ
ー
ズ
ン
に
そ
れ
ぞ

れ
一
三
一
頭
の
捕
獲
が
必
要
で
あ
り
、
五
〇
頭
と
い
う
捕
獲
目
標
数
で
は
計
画
の
想
定
し
た
全
て
の
趨
勢
を
測
定
す
る
の
に
不
十
分

で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
点
を
指
摘
し
た
。

　

ク
ロ
ミ
ン
ク
ク
ジ
ラ
に
関
し
て
は
、
性
成
熟
年
齢
、
妊
娠
率
、
脂
皮
厚
、
環
境
汚
染
、
鯨
類
系
群
の
混
合
率
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
マ
ー
カ
ー

に
よ
る
資
源
量
の
変
化
と
い
っ
た
調
査
項
目
に
照
ら
し
て
、
六
年
の
調
査
期
間
中
の
年
間
捕
獲
目
標
数
を
八
五
〇
頭
プ
ラ
ス
・
マ
イ

ナ
ス
一
〇
％
に
設
定
し
て
い
る
。
裁
判
所
は
、
か
か
る
目
標
数
を
決
定
し
た
根
拠
が
日
本
に
よ
っ
て
十
分
に
説
明
さ
れ
て
い
な
い
だ

け
で
な
く
、
個
別
の
調
査
項
目
に
関
す
る
目
標
数
の
決
定
過
程
が
不
透
明
な
点
を
指
摘
し
、
捕
獲
目
標
数
が
計
画
の
目
的
達
成
と
合

理
的
相
関
性
を
有
し
な
い
と
認
定
し
た）（（
（

。
さ
ら
に
、
裁
判
所
は
、
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ
Ⅱ
の
致
死
的
方
法
が
高
価
な
ク
ロ
ミ
ン
ク
ク
ジ
ラ
に

集
中
し
て
い
る
事
実
に
も
着
目
し
、
そ
れ
が
日
本
の
掲
げ
た
調
査
捕
鯨
の
上
記
特
徴
に
合
致
し
な
い
点
を
批
判
し
て
い
る）（（
（

。

　
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ
Ⅱ
の
調
査
期
間
は
、
ク
ロ
ミ
ン
ク
ク
ジ
ラ
に
関
し
て
は
、
科
学
委
員
会
の
審
査
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
平
仄
を
合
わ
せ
る

た
め
に
六
年
間
、
ナ
ガ
ス
ク
ジ
ラ
と
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
に
関
し
て
は
、
同
じ
六
年
間
と
し
た
場
合
に
捕
獲
目
標
数
が
過
大
に
な
る
と
い

う
理
由
で
一
二
年
間
に
設
定
さ
れ
て
い
る）（（
（

。
し
か
し
、
裁
判
所
は
、
日
本
が
ク
ロ
ミ
ン
ク
ク
ジ
ラ
の
調
査
期
間
の
根
拠
を
科
学
委
員

会
の
審
査
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
か
ら
Ｒ
Ｍ
Ｐ
の
そ
れ
に
変
更
し
た
こ
と
、
六
年
の
調
査
期
間
を
選
択
し
た
理
由
を
十
分
に
説
明
し
て
い
な

い
こ
と
、
さ
ら
に
ク
ロ
ミ
ン
ク
ク
ジ
ラ
と
他
の
二
鯨
種
の
調
査
期
間
の
差
異
が
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ
Ⅱ
の
新
た
な
二
つ
の
研
究
目
的
と
ど
の

よ
う
に
調
和
す
る
の
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た）（（
（

。
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④　

捕
獲
目
標
数
と
そ
の
実
績
数
と
の
比
較

　

裁
判
所
は
、
上
記
の
よ
う
な
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ
Ⅱ
の
策
定
レ
ベ
ル
で
の
問
題
点
を
指
摘
し
た
の
ち
、
そ
の
実
施
レ
ベ
ル
で
の
審
査
を

行
っ
て
い
る
。
裁
判
所
が
そ
の
実
施
面
で
取
り
分
け
注
目
し
た
の
は
、
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ
Ⅱ
の
設
定
し
た
捕
獲
目
標
数
と
そ
の
実
績
数
と

の
「
重
大
な
乖
離
」（significant�gap

）
で
あ
る）（（
（

。
ナ
ガ
ス
ク
ジ
ラ
に
関
し
て
は
、
当
初
、
二
年
間
の
フ
ィ
ー
ジ
ビ
リ
テ
ィ
調
査
期

間
中
に
一
〇
頭
ず
つ
捕
獲
し
た
後
、
各
シ
ー
ズ
ン
中
に
五
〇
頭
ほ
ど
捕
獲
す
る
予
定
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
ナ
ガ
ス
ク
ジ
ラ
は
、

フ
ィ
ー
ジ
ビ
リ
テ
ィ
調
査
期
間
の
最
初
の
シ
ー
ズ
ン
に
一
〇
頭
、
そ
の
後
の
六
シ
ー
ズ
ン
中
に
合
計
八
頭
が
捕
獲
さ
れ
た
だ
け
で
、

そ
の
後
は
全
く
捕
獲
さ
れ
て
い
な
い
。
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
に
至
っ
て
は
、
フ
ィ
ー
ジ
ビ
リ
テ
ィ
調
査
期
間
中
に
捕
獲
延
期
が
決
定
さ
れ

て
か
ら
、
そ
の
状
態
が
継
続
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。

　

ク
ロ
ミ
ン
ク
ク
ジ
ラ
に
関
し
て
は
、
二
〇
〇
五
・
二
〇
〇
六
年
シ
ー
ズ
ン
に
八
五
三
頭
が
捕
獲
さ
れ
た
後
、
一
シ
ー
ズ
ン
平
均
で

約
四
五
〇
頭
が
捕
獲
さ
れ
た
だ
け
で
、
目
標
数
の
約
半
分
の
実
績
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
特
に
二
〇
一
〇
・
二
〇
一
一
年
シ
ー
ズ
ン

の
捕
獲
数
は
一
七
〇
頭
、
翌
シ
ー
ズ
ン
の
そ
れ
は
一
〇
三
頭
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
豪
州
は
、
か
よ
う
に
捕
獲
目
標
数
と
そ
の
実
績
数

に
乖
離
が
存
在
す
る
理
由
と
し
て
、
日
本
で
の
鯨
肉
市
場
の
低
迷
に
伴
う
在
庫
調
整
の
必
要
を
挙
げ
て
い
る）（（
（

。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
日
本
は
、
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
に
関
し
て
は
、
Ｉ
Ｗ
Ｃ
委
員
長
か
ら
の
要
請
が
あ
っ
た
こ
と
、
ナ
ガ
ス
ク
ジ
ラ
に
つ

い
て
は
、
反
捕
鯨
団
体
シ
ー
・
シ
ェ
パ
ー
ド
に
よ
る
妨
害
活
動
が
あ
っ
た
こ
と
及
び
調
査
船
「
日
新
丸
」
が
大
き
な
鯨
を
甲
板
に
引

き
揚
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
、
ク
ロ
ミ
ン
ク
ク
ジ
ラ
に
関
し
て
は
、
シ
ー
・
シ
ェ
パ
ー
ド
の
妨
害
活
動
に
加
え
て
、
二
〇

〇
六
・
二
〇
〇
七
年
シ
ー
ズ
ン
に
お
け
る
日
新
丸
の
火
災
を
乖
離
の
理
由
に
掲
げ
て
い
る）（（
（

。

　

し
か
し
、
裁
判
所
は
、
日
本
の
提
出
し
た
「
全
て
の
証
拠
を
考
慮
し
た
結
果
、
そ
の
い
ず
れ
も
捕
獲
目
標
数
と
そ
の
実
績
数
と
の

乖
離
を
説
明
し
て
い
な
い
」
と
の
厳
し
い
判
断
を
下
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
シ
ー
・
シ
ェ
パ
ー
ド
の
妨
害
行
動
に
関
し
て
は
、
そ
れ

が
ク
ロ
ミ
ン
ク
ク
ジ
ラ
の
捕
獲
数
減
少
に
影
響
を
与
え
た
と
い
う
事
実
そ
の
も
の
は
認
め
な
が
ら
も
、
そ
の
定
量
的
評
価
を
行
う
こ
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と
が
困
難
で
あ
る
と
し
た）（（
（

。

　

判
決
に
よ
る
と
、
捕
獲
目
標
数
と
そ
の
実
績
数
と
の
重
大
な
乖
離
は
、
捕
獲
目
標
数
よ
り
も
遥
か
に
少
な
い
捕
獲
数
に
よ
っ
て
Ｊ

Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ
Ⅱ
の
研
究
目
的
を
達
成
で
き
る
こ
と
を
含
意
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
「
捕
獲
目
標
数
が
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ
Ⅱ
の
研
究
目
的
達

成
の
た
め
の
合
理
的
な
範
囲
を
越
え
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る）（（
（

」。
ま
た
、
ナ
ガ
ス
ク
ジ
ラ
と
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
少
な
い
捕
獲
実
績

数
が
「
政
治
的
及
び
後
方
支
援
的
な
考
慮
」
に
起
因
す
る
と
い
う
日
本
の
説
明
は
、
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ
Ⅱ
の
研
究
目
的
（
南
極
海
生
態
系

の
観
察
と
鯨
種
間
競
争
モ
デ
ル
の
構
築
）
そ
の
も
の
に
疑
問
を
抱
か
せ
る
と
判
断
さ
れ
た）（（
（

。

　

⑤　

時
間
的
枠
組
み

　

豪
州
は
、
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ
Ⅱ
が
計
画
の
具
体
的
な
終
了
時
期
を
明
記
し
て
い
な
い
こ
と
を
も
っ
て
、
商
業
捕
鯨
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
が
終

了
す
る
ま
で
捕
鯨
を
継
続
し
よ
う
と
す
る
日
本
の
意
図
の
徴
慿
で
あ
る
と
断
じ
て
い
る
。
他
方
、
日
本
は
、
南
極
海
生
態
系
の
観
察

と
い
う
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ
Ⅱ
の
新
た
な
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
継
続
的
な
調
査
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、「
生
物
学
的
資
料
の
継
続
的
な

収
集
及
び
分
析
が
捕
鯨
業
の
健
全
で
建
設
的
な
運
営
に
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
」
が
八
条
四
項
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
の
二

点
を
強
調
し
た
。
し
か
し
、
裁
判
所
は
、
科
学
的
研
究
の
た
め
の
計
画
と
し
て
は
、
附
属
書
Ｐ
の
示
す
「
中
間
目
標

（interm
ediary�targets

）
を
伴
う
時
間
的
枠
組
み
」
の
方
が
「
よ
り
適
切
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る）（（
（

。

　

⑥　

科
学
的
成
果

　

豪
州
は
、
日
本
が
科
学
委
員
会
に
提
出
し
た
関
係
デ
ー
タ
の
有
意
性
を
認
め
つ
つ
も
、
日
本
が
致
死
的
方
法
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た

デ
ー
タ
の
有
益
性
又
は
有
意
性
ま
で
は
証
明
し
て
い
な
い
と
主
張
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
日
本
は
、
科
学
委
員
会
が
致
死
的
方
法

に
よ
る
デ
ー
タ
の
価
値
を
公
式
に
認
め
た
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

　

裁
判
所
は
、
日
本
が
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ
Ⅱ
の
第
一
調
査
段
階
（
二
〇
〇
五
・
二
〇
〇
六
年

-

二
〇
一
〇
・
二
〇
一
一
年
シ
ー
ズ
ン
）
の
成
果
と

し
て
提
出
し
た
証
拠
で
は
、「
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ
Ⅱ
が
二
〇
〇
五
年
以
降
、
継
続
的
に
総
計
三
六
〇
〇
頭
の
ク
ロ
ミ
ン
ク
ク
ジ
ラ
を
捕
殺
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し
た
と
い
う
事
実
」
を
正
当
化
す
る
の
に
不
十
分
で
あ
る
と
し
た）（（
（

。
ち
な
み
に
、
日
本
の
提
出
し
た
成
果
物
は
、
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ
Ⅱ
の

フ
ィ
ー
ジ
ビ
リ
テ
ィ
調
査
中
に
捕
獲
し
た
合
計
九
頭
の
ク
ロ
ミ
ン
ク
ク
ジ
ラ
の
デ
ー
タ
に
依
拠
し
た
二
つ
の
ピ
ア
・
レ
ビ
ュ
ー
と
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
け
る
三
つ
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
並
び
に
科
学
委
員
会
に
提
出
し
た
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ
Ⅱ
に
関
す
る
八
つ
の
簡
単

な
報
告
書
で
あ
っ
た
。

　

⑦　

他
の
調
査
機
関
と
の
連
携

　

豪
州
は
、
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ
Ⅱ
が
科
学
的
研
究
の
た
め
の
計
画
で
は
な
い
証
拠
の
一
つ
と
し
て
、
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ
Ⅱ
の
研
究
者
と
他
の
研

究
者
と
の
協
力
関
係
の
欠
如
を
指
摘
し
た
。
豪
州
の
科
学
者
証
人
ゲ
ー
ル
ズ
（N

.�Gales

）
に
よ
る
と
、
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ
Ⅱ
は
、
南
極

海
生
態
系
に
関
す
る
日
本
の
他
の
調
査
計
画
及
び
国
際
的
調
査
計
画
か
ら
「
完
全
に
孤
立
」
し
て
い
る
と
い
う
。
裁
判
所
は
、
か
か

る
指
摘
を
認
め
、
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ
Ⅱ
が
南
極
海
に
お
け
る
生
態
系
と
環
境
の
変
化
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
然
に
「
Ｊ
Ａ

Ｒ
Ｐ
Ａ
Ⅱ
と
他
の
内
外
研
究
機
関
と
の
連
携
」
が
期
待
さ
れ
る
と
し
た）（（
（

。

　

以
上
の
よ
う
な
七
要
素
の
分
析
結
果
を
踏
ま
え
て
、
裁
判
所
は
、「
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ
Ⅱ
が
概
ね
科
学
的
研
究
と
し
て
の
性
質
を
有
す

る
活
動
を
含
む
も
の
の
、
計
画
の
策
定
及
び
実
施
が
そ
の
目
的
達
成
に
相
関
し
て
合
理
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
証
明
さ
れ
な
か
っ

た
」
と
判
示
し
、
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ
Ⅱ
に
関
連
し
て
日
本
の
発
給
し
た
特
別
許
可
が
八
条
一
項
の
定
め
る
「
科
学
的
研
究
の
た
め
」
の
も

の
で
は
な
い
と
結
論
付
け
た）（（
（

。

　

３　

附
表
規
定
の
違
反

　

豪
州
は
、
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ
Ⅱ
が
八
条
一
項
の
適
用
範
囲
に
入
ら
ず
、
そ
の
結
果
と
し
て
捕
鯨
を
制
限
又
は
禁
止
し
た
附
表
の
関
連
規

定
に
違
反
す
る
と
主
張
し
た
。
そ
れ
ら
の
関
連
規
定
と
は
、
商
業
捕
鯨
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
を
定
め
た
一
〇
（
ｅ
）
項
、
母
船
又
は
そ
の

附
属
捕
鯨
船
に
よ
る
鯨
（
ミ
ン
ク
ク
ジ
ラ
を
除
く
）
の
捕
獲
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
（
い
わ
ゆ
る
母
船
式
操
業
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
）
を
定
め
た
一
〇
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（
ｄ
）
項
、
南
大
洋
保
護
区
（
い
わ
ゆ
る
南
大
洋
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
）
内
の
商
業
捕
鯨
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
を
定
め
た
七
（
ｂ
）
項
で
あ
る
。

　

裁
判
所
は
、
一
〇
（
ｅ
）
項
に
関
し
て
は
、
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ
Ⅱ
が
三
つ
の
鯨
種
に
対
し
て
ゼ
ロ
以
上
の
捕
獲
上
限
を
設
定
し
て
い
る

こ
と
、
一
〇
（
ｄ
）
項
に
関
し
て
は
、
母
船
「
日
新
丸
」
と
そ
の
附
属
捕
鯨
船
を
使
用
し
て
ナ
ガ
ス
ク
ジ
ラ
の
捕
殺
及
び
処
理
を

行
っ
て
い
る
こ
と
、
七
（
ｂ
）
項
に
つ
い
て
は
、
日
本
の
異
議
申
立
て
に
よ
っ
て
ク
ロ
ミ
ン
ク
ク
ジ
ラ
に
は
適
用
さ
れ
な
い
も
の
の
、

同
保
護
区
内
で
ナ
ガ
ス
ク
ジ
ラ
を
捕
獲
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
全
て
の
規
定
に
違
反
す
る
と
判
示
し
た）（（
（

。

　

な
お
、
豪
州
は
、
口
頭
弁
論
の
段
階
に
な
っ
て
、
訴
状
と
申
述
書
に
は
記
述
の
な
か
っ
た
附
表
三
〇
項
の
違
反
問
題
を
追
加
提
起

し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
日
本
は
、
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ
Ⅱ
許
可
案
に
当
該
規
定
の
指
定
し
た
情
報
を
盛
り
込
ん
で
い
な
い
こ
と
、
さ

ら
に
二
〇
〇
五
年
春
に
当
該
許
可
案
を
Ｉ
Ｗ
Ｃ
に
提
出
し
た
後
、
各
シ
ー
ズ
ン
開
始
前
に
そ
れ
を
提
出
し
て
い
な
い
こ
と
を
も
っ
て
、

附
表
三
〇
項
に
違
反
し
て
い
る
と
い
う
。

　

裁
判
所
は
、
前
者
の
実
体
的
要
件
に
関
し
て
は
、
科
学
委
員
会
が
二
〇
〇
五
年
に
実
施
し
た
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ
Ⅱ
の
レ
ビ
ュ
ー
に
お
い

て
許
可
案
に
附
表
三
〇
項
の
指
定
事
項
が
含
ま
れ
て
い
る
事
実
を
確
認
し
て
い
る
こ
と
、
後
者
の
手
続
的
要
件
に
関
し
て
も
、
日
本

の
実
行
が
「
科
学
委
員
会
の
慣
行
」
に
合
致
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
い
ず
れ
の
要
件
に
関
し
て
も
違
反
は
認
め
ら
れ
な
い
と
判

示
し
た）（（
（

。

　

４　

救
済
措
置

　

豪
州
は
、
裁
判
所
に
対
し
て
、
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ
Ⅱ
の
附
表
義
務
違
反
を
認
定
す
る
だ
け
で
な
く
、
三
つ
の
救
済
措
置
を
「
宣
言
」
す

る
よ
う
に
要
求
し
た
。
そ
れ
は
、
日
本
が
「
科
学
的
研
究
の
た
め
」
で
は
な
い
特
別
許
可
の
発
給
又
は
実
施
を
差
し
控
え
る
こ
と
、

Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ
Ⅱ
の
実
施
を
直
ち
に
停
止
す
る
こ
と
、
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ
Ⅱ
の
実
施
を
承
認
し
た
認
可
、
許
可
又
は
免
許
を
取
り
消
す
こ
と

で
あ
る）（（
（

。
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裁
判
所
は
、
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ
Ⅱ
が
「
現
在
進
行
中
の
計
画
」
で
あ
る
の
で
「
宣
言
的
救
済
を
越
え
る
措
置
」
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を

指
摘
し
、
日
本
に
対
し
て
、
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ
Ⅱ
に
関
連
す
る
現
行
の
特
別
許
可
を
取
り
消
す
と
と
も
に
、
今
後
は
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ
Ⅱ
に
関

連
す
る
特
別
許
可
を
発
給
し
な
い
よ
う
に
命
じ
た
。
こ
れ
ら
は
、
い
わ
ば
、
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ
Ⅱ
の
差
し
止
め
命
令
で
あ
る
。
た
だ
し
、

豪
州
の
請
求
し
た
第
一
の
救
済
措
置
に
関
し
て
は
、
科
学
的
研
究
の
た
め
で
は
な
い
特
別
許
可
を
発
給
又
は
実
施
す
る
こ
と
を
差
し

控
え
る
こ
と
ま
で
命
令
す
る
必
要
は
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
か
か
る
義
務
が
日
本
だ
け
で
な
く
全
て
の
締
約
国
に
適
用
さ
れ
る
の
で
、

将
来
に
お
い
て
日
本
が
八
条
一
項
の
特
別
許
可
発
給
の
可
能
性
を
判
断
す
る
際
に
「
本
件
の
判
決
理
由
と
主
文
を
考
慮
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
」
と
い
う
の
が
、
そ
の
理
由
で
あ
る）（（
（

。

（
1
）　

日
本
側
の
共
同
代
理
人
を
務
め
た
ペ
レ
（A

.Pellet

）
が
、
口
頭
弁
論
に
お
い
て
、
豪
州
が
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｗ
締
約
国
と
し
て
第
二
期
北
西

太
平
洋
鯨
類
捕
獲
調
査
（
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ｎ
Ⅱ
）
を
提
訴
し
な
か
っ
た
理
由
を
尋
ね
た
の
に
対
し
て
、
豪
州
の
法
務
総
裁
は
、
豪
州
が
南
極
の

生
態
系
全
体
に
と
り
わ
け
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
る
点
を
強
調
し
た
（CR�201（/18,�para.18

）。
ま
た
、
ロ
ス
ウ
ェ
ル
は
、
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｐ

Ａ
Ⅱ
が
豪
州
の
主
張
す
る
南
極
領
土
の
Ｅ
Ｅ
Ｚ
内
に
あ
る
豪
州
の
鯨
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
内
で
捕
鯨
を
実
施
し
た
り
、
豪
州
海
岸
を
回
遊
す

る
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
ホ
エ
ー
ル
・
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
阻
害
し
た
り
す
る
な
ど
の
点
で
豪
州
の
法
益
が
毀
損
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
Ｊ
Ａ
Ｒ

Ｐ
Ｎ
Ⅱ
に
関
し
て
は
、
豪
州
が
直
接
の
利
害
関
係
を
有
し
な
い
こ
と
、
訴
訟
範
囲
の
拡
大
に
よ
っ
て
科
学
的
検
証
作
業
が
複
雑
に
な
る
こ

と
を
理
由
に
掲
げ
て
い
る
。
ド
ナ
ル
ド
・
Ｒ
・
ロ
ス
ウ
ェ
ル
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
み
た
捕
鯨
判
決
」『
国
際
問
題
』
六
三
六
号
（
二
〇

一
四
年
一
一
月
）
二
五
︲
二
七
頁
。

（
2
）　

豪
州
の
訴
状
の
概
要
と
口
頭
弁
論
の
要
旨
に
つ
い
て
は
、
大
谷
良
雄
「
国
際
法
方
々
・
調
査
捕
鯨
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
訴
訟
提
起

〔
下
〕」『
時
の
法
令
』
一
八
六
五
号
（
二
〇
一
〇
年
）
四
九
︲
五
四
頁
、
長
岡
さ
く
ら
「
日
本
の
調
査
捕
鯨
と
国
際
司
法
裁
判
所
へ
の
提

訴
」
福
岡
工
業
大
学
環
境
科
学
研
究
所
所
報
五
号
（
二
〇
一
一
年
）
三
一
︲
三
七
頁
、
大
谷
良
雄
「
南
極
海
捕
鯨
事
件
（
上
）
―
口
頭
弁

論
の
概
要
―
」『
時
の
法
令
』
一
九
三
七
号
（
二
〇
一
三
年
）
四
三
︲
四
七
頁
を
参
照
。

（
（
）　W

haling�in�the�A
ntarctic,�Judgm

ent,�para.（8.



109

南極海捕鯨事件に関するＩＣＪ判決について（一）

（
4
）　Ibid.,�para.（7.�M

em
orial�of�A

ustralia,�op.cit.,�paras.4.�7,�（0�and�116-117.�

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
も
、
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｗ
が
「
国
家

に
よ
る
一
方
的
な
無
制
限
の
捕
鯨
」
を
容
認
す
る
制
度
か
ら
、
鯨
の
適
切
な
保
存
と
管
理
を
目
的
と
し
た
「
拘
束
力
の
あ
る
集
団
的
な
規

制
制
度
」
へ
と
発
展
し
た
こ
と
に
よ
り
、
八
条
一
項
は
も
は
や
条
約
全
体
か
ら
の
包
括
的
な
除
外
を
容
認
し
た
も
の
で
は
な
く
な
り
、
そ

の
縮
小
解
釈
が
必
要
に
な
っ
た
と
い
う
。N

ew
�Zealand�Intervening,�W

ritten�O
bservations�of�N

ew
�Zealand,�4�A

pril�201（,�
paras.1（,�2（,�（（�and�46.

（
（
）　M

em
orial�of�A

ustralia,�op.�cit.,�para.4.�16.

（
6
）　Ibid.,�paras.4.�20-24.

（
7
）　Ibid.,�para.4.�19.

（
8
）　Ibid.,�paras.4.�6（-80.

（
9
）　Counter–M

em
orial�of�Japan,�para.7.�8.

の
ち
に
、
日
本
は
、
八
条
が
「
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｗ
の
他
の
規
定
と
整
合
的
に
解
釈
・
適
用
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
軌
道
修
正
し
て
い
る
。
日
本
は
、
口
頭
弁
論
の
段
階
で
度
々
主
張
を
変
更
し
て
お
り
、
司
法
審
査
の
基
準
に

関
し
て
も
、「
国
家
の
決
定
が
客
観
的
に
合
理
的
」
で
あ
る
か
又
は
「
整
合
的
な
理
由
と
正
確
な
科
学
的
証
拠
に
基
づ
い
て
い
る
」
と
い

う
意
味
で
客
観
的
正
当
性
の
基
準
を
採
用
す
る
こ
と
を
認
め
た
。

（
10
）　Ibid.,�paras.6.�（-4.�

日
本
政
府
代
理
人
の
鶴
岡
公
二
外
務
審
議
官
は
、
口
頭
弁
論
に
お
い
て
、
法
は
発
展
す
る
が
、
そ
の
た
め
に

は
「
合
意
は
拘
束
す
る
」
の
基
本
原
則
に
よ
っ
て
国
家
間
の
合
意
が
必
要
で
あ
る
点
を
強
調
し
て
い
る
。「
鶴
岡
公
二
外
務
審
議
官
に
よ

る
冒
頭
陳
述
・
国
際
司
法
裁
判
所
（
Ｉ
Ｃ
Ｊ
）
に
お
け
る
『
南
極
に
お
け
る
捕
鯨
』
訴
訟
（
仮
訳
）」
二
七
節
。
外
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
参
照
。

（
11
）　W

haling�in�the�A
ntarctic,�Judgm

ent,�op.cit.,�para.（（.

（
12
）　Ibid.,�para.（6.

（
1（
）　Ibid.,�para.（8.

（
14
）　Ibid.,�para.61.

（
1（
）　Ibid.,�para.68.

（
16
）　M

em
orial�of�A

ustralia,�op.cit.,�para.4.�（6.
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（
17
）　W

haling�in�the�A
ntarctic,�Judgm

ent,�para.74.

（
18
）　Ibid.,�para.86.

（
19
）　Ibid.,�para.88.

（
20
）　Ibid.,�para.89.

（
21
）　Ibid.,�paras.90-91�and�9（.

（
22
）　Ibid.,�para.94.

（
2（
）　Ibid.,�para.127.

（
24
）　Ibid.,�para.129.

（
2（
）　Ibid.,�para.1（0.

（
26
）　Ibid.,�para.1（1.

（
27
）　Ibid.,�paras.8（�and�1（7.

（
28
）　Ibid.,�para.1（7.

（
29
）　Ibid.,�paras.1（8-141.

（
（0
）　Ibid.,�paras.149-1（0.

（
（1
）　Ibid.,�para.1（（.

（
（2
）　Ibid.,�paras.1（4-1（6.

（
（（
）　Ibid.,�paras.187,�188�and�19（.

（
（4
）　Ibid.,�para.197.

二
〇
一
二
年
一
〇
月
二
三
日
の
衆
議
院
決
算
行
政
監
視
委
員
会
小
委
員
会
に
お
い
て
、
本
川
一
善
水
産
庁
長
官
は
、

「
鯨
の
肉
は
、
刺
身
と
し
て
食
べ
る
と
非
常
に
良
い
味
と
香
り
を
持
つ
と
言
わ
れ
て
い
る
の
で
素
晴
ら
し
い
」
と
述
べ
る
と
と
も
に
、
Ｊ

Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ
Ⅱ
に
関
し
て
、「
南
大
洋
に
お
け
る
科
学
的
捕
鯨
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
ミ
ン
ク
ク
ジ
ラ
の
安
定
供
給
を
実
現
す
る
た
め
に
必
要
だ
」

と
発
言
し
て
い
る
。
衆
議
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
《
決
算
行
政
監
視
委
員
会
の
会
議
録
議
事
情
報
》
を
参
照
。

（
（（
）　Ibid.,�para.191.

（
（6
）　Ibid.,�paras.192-194.

日
本
側
の
科
学
者
証
人
ワ
ロ
ー
自
身
が
、
当
該
期
間
を
「
恣
意
的
」
と
証
言
し
て
い
る
。Ibid.,�para.192.
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（
（7
）　Ibid.,�para.199.

Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ
Ⅱ
調
査
期
間
中
の
各
シ
ー
ズ
ン
の
捕
獲
数
に
つ
い
て
は
、
水
産
庁
「
鯨
類
捕
獲
調
査
の
現
状
に
つ
い

て
」（
二
〇
一
一
年
五
月
）
水
産
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

（
（8
）　Ibid.,�para.20（.

（
（9
）　Ibid.,�paras.20（-204.

日
本
は
、
ク
ロ
ミ
ン
ク
ク
ジ
ラ
の
捕
獲
数
減
少
の
原
因
と
し
て
、
二
〇
〇
八
・
二
〇
〇
九
年
シ
ー
ズ
ン
以

降
の
シ
ー
・
シ
ェ
パ
ー
ド
の
妨
害
行
動
（
船
舶
の
衝
突
、
瓶
の
投
付
け
、
無
断
乗
船
な
ど
）
を
挙
げ
て
い
る
が
、
実
際
の
減
少
は
既
に
二

〇
〇
六
・
二
〇
〇
七
年
シ
ー
ズ
ン
（
五
〇
五
頭
）
と
翌
シ
ー
ズ
ン
（
五
五
一
頭
）
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
前
掲
の
水
産
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

上
の
デ
ー
タ
を
参
照
。

（
40
）　Ibid.,�para.206.
二
〇
一
一
年
一
二
月
、
日
本
鯨
類
研
究
所
と
共
同
船
舶
株
式
会
社
等
が
、
シ
ー
・
シ
ェ
パ
ー
ド
の
調
査
捕
鯨
妨
害

行
為
の
差
止
請
求
と
そ
の
仮
処
分
申
請
を
米
国
ワ
シ
ン
ト
ン
州
連
邦
地
方
裁
判
所
に
対
し
て
行
っ
た
。
翌
年
三
月
一
九
日
に
同
裁
判
所
に

よ
っ
て
仮
処
分
申
請
が
棄
却
さ
れ
た
も
の
の
、
第
九
巡
回
区
控
訴
裁
判
所
は
、
仮
処
分
を
認
め
る
と
と
も
に
、
被
告
の
行
為
を
国
連
海
洋

法
条
約
一
〇
一
条
の
定
め
る
「
海
賊
行
為
」
に
当
た
る
と
認
定
し
た
。
そ
の
後
、
被
告
が
仮
処
分
を
無
視
し
て
妨
害
行
動
を
継
続
し
た
た

め
、
二
〇
一
四
年
一
二
月
一
九
日
、
同
控
訴
裁
判
所
は
法
廷
侮
辱
罪
を
認
定
し
、
原
告
へ
の
損
害
賠
償
を
命
じ
た
。
翌
年
六
月
八
日
、
連

邦
最
高
裁
判
所
が
被
告
の
上
告
を
棄
却
し
た
こ
と
に
よ
り
法
廷
侮
辱
罪
が
確
定
し
、
被
告
が
原
告
に
賠
償
金
二
五
五
万
ド
ル
を
支
払
う
旨

の
示
談
が
成
立
し
て
い
る
。

（
41
）　Ibid.,�para.209.

（
42
）　Ibid.,�paras.210�and�212.

（
4（
）　Ibid.,�para.216.

（
44
）　Ibid.,�para.219.

（
4（
）　Ibid.,�para.222.

（
46
）　Ibid.,�para.227.

（
47
）　Ibid.,�paras.2（1-2（（.

（
48
）　Ibid.,�paras.2（8-2（9.

（
49
）　Ibid.,�para.244.
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（
（0
）　Ibid.,�paras.24（-246.


